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AICHIUNIVERSITY

建学の精神

世界文化 と平和へ の貢献

国際的教養 と視野をもった人材の育成

地域社会への貢献

1大 学の歴史
「東亜同文書院(後 に大学)」は、1901年 中国上海に設置され、日

本の海外高等教育機関として最も古い歴史をもちます。当時貴族院

議長であった近衛篤麿公が、東亜同文会を設立。東亜同文会の理念

は教育文化事業によって日中友好提携を成し遂げることにあり、その

ための人材育成が東亜同文書院大学の設立目的でした。後に首相と

なった近衛文麿公も1926年 から5年あまり院長に就任しています。

アジア随一の国際都市であり、当時の文化や流行の発信地でも

あった上海で、学問の自由を尊ぶ校風のもと、中国・アジア重視の国

際人を養成。しかし、日本の敗戦によって東亜同文書院大学は中国

に接収、半世紀にわたる歴史の幕を閉じたのです。その折、同大学最

後の学長を務めた本間喜一(後 に最高裁判所事務総長)は、新たな

大学の設立を決意。1946年5月 、本間学長の呼びかけに東亜同文

書院大学等の教職員、学生の多くが集い、同年11月15日 に愛知大

学は中部地区唯一の旧制の法文系大学として誕生しました。1949

年4月 からは法経学部(法学科・経済学科)に文学部(社会学科)を加

えた2学 部3学 科で新制大学へと移行、今日の発展に至ったのです。

、.屑 劉 藤 引 、∴ご./

誕野 ノ 診 　
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建学の精神・大学の歴史

設立趣意書

愛知大學設立趣意書

校名と校章について/コ ミュニケーションマークについて/歴 代学長

沿 革

沿 革

基本組織

大学の組織

大学の構成

役員・評議員/専 任教員一覧/学 部等別教員数/事 務職員数

入学蓄舶 学 者・卒業生の:ia;況

学部・学科別学!!_定員と学生数

就職状況/2011年 度卒業者就職状況

卒業者数、同窓会組織、後援会の状況

卒業者数/同 窓会/後 援会

入学試験の状況

2012年 度一般人学試験結果/一 般人学試験志願者数の推移

入学金・授業料

2012年 度初年度学生納付金

資産状況il地 ・建物血積

資産状況/土 地・建物面積

教育研究環境

附属機関

研究機関

学生支援

学生支援機関・施設

奨学金制度

海外提携校・機関/2012年 度国籍別外国人留学生数
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1校 名と校章について
「愛知大学」の校名はフィロソフィア、つまり「知=智 を愛する」という言葉に語源をもつも

ので、単なる場所的な発想ではありません。愛知という言葉の中には、創立者たちの"本学を

して永遠に智を愛する者たちの殿堂たらしめよ"との崇高な理念が込められているのです。

校章は、愛知大学の「愛」と「大」を組み合わせて図式化したもので、簡素な中にも建学の

精神の下、たゆまぬ歩みを続ける決意と誇りを表現しています。制定は昭和22年6月 。制作

は高須光治氏(岸 田劉生氏門下)の原案。

繭

1愛 知 大 学 の新 コミュニケー ションマー クについて

愛知大学は、「第二の創学・建学」の起点と位置づける2012年4月 、新たにコミュニケー

ションマークを制定しました。このマークは、愛知大学が高度な研究教育を通して新たな知を

創出するとともに、世界を動かす人材を育て送り出す大学であり続けることを広く社会に約束

するものです。

コミュニ ケ ー ションマ ークに込 めた 意 味

外形のフォルムは愛知大学の「A」を形づくっており、その手前に大きな球体の一部を配置

することで、愛知大学が働きかけていく対象としての国際社会や地域社会を表しています。

全体としては、愛知大学が新たな知の創出とすぐれた人材の育成を通じて、世界をダイナ

ミックに動かす大学であることを表現しています。

AICHIUNIVERSITY

歴 代 学 長

就 任 退 任 就 任 退 任

初代学長 林 毅 陸 1946年11月 1950年6月 九代学長 久曽神 昇 1972年5月 1984年3月

:代学長 本間 重_
口 1950年6月 1955年11月 1・代 学 長 浜田 稔 1984年4月 1987年9月

三代学長 小岩井 浄 1955年11月 1959年2月 卜一代学長 石井 吉也 1987年9月 1988年3月

四代学長 本間 重_
口 1959年4月 1963年4月 1・ 二代 学 長 牧野 由朗 ...年4月 1992年3月

IL代学 長 脇坂 雄治 1963年4月 1967年3月 レ 三代学長 石井 吉也 1992年4月 1999年11月

六代学長 玉城 肇 1967年4月 1969年5月 卜四代学長 武 田 信照 1999年11月 2007年11月

し代学 長 山田 文雄 1969年6月 1970年5月 1・1`代 学 長 堀 彰三 2007年11月 2008年5月

八代学長 細迫 朝夫 1970年5月 1972年2月 現学長 佐藤 元彦 2008年8月
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沿 革

05

1946年11月

1947年1月

1947年4月

1948年6月

1949年4月

1950年4月

1951年3月

1951年5月

1951年6月

1953年3月

1953年4月

1955年4月

1956年4月

1957年4月

1958年4月

1959年4月

1961年4月

1961年10月

財団法人愛知大学を創立

(1946年11月15日 旧制大学)

愛知県豊橋市の南部旧豊橋陸軍予備士官学校跡

に元東亜同文書院大学、元京城帝国大学、元台北

帝国大学等の教授を中心スタッフとして旧大学令に

より愛知大学を創立

予科開設

法経学部開設 法政科、経済科

国際問題研究所を設立

学制改革により新制大学設置

法経学部法学科、経済学科 文学部社会学科

文学部に文学科を設置

短期大学部法経科第2部(豊 橋校舎・車道校舎)、

文科第2部(豊橋校舎)を設置

私立学校法の施行に伴い、財団法人愛知大学を

学校法人愛知大学に組織変更

車道校舎移転拡張 名古屋市東区往還町19番地

(1981年 、東区筒井二丁目10番31号 に町名変更)

の元中京女子短期大学の校地及び校舎を購入し、

現在の車道校舎の基礎を築く

綜合郷土研究所を設立

中部地方産業研究所を設立

文学部文学科一般文学専攻を仏文学専攻に改組

大学院法学研究科公法学専攻修士課程、経済学

研究科経済学専攻修士課程を設置

車道校舎 法経学部教養課程を開講

車道校舎の短期大学部法経科第2部を廃止し、法経

学部第2部法学科(夜間)、経済学科(夜間)を設置

文学部に史学科、文学専攻科国文学専攻を設置

大学院に法学研究科私法学専攻修士課程を設置

文学部に哲学科を設置

豊橋校舎の短期大学部文科第2部を廃止し、

文科(女子)を設置

豊橋校舎に短期大学部生活科(女子)を設置

車道校舎に法経学部専門課程を開講

1962年4月

1963年4月

1966年4月

1974年4月

1977年4月

1978年4月

1979年4月

1979年6月

1987年4月

1988年4月

1989年4月

1990年4月

1991年4月

1992年4月

1993年4月

1993年5月

1994年4月

経営会計研究所(1990年 に「経営総合科学研究

所」に改称)を設立

法経学部第1部に経営学科を設置及び経済学科を定員増

大学院に法学研究科私法学専攻博士後期課程設置

法経学部第2部法学科・経済学科を定員増

短期大学部文科(女子)を定員増

大学院に経営学研究科経営学専攻修士課程設置

大学院に経済学研究科経済学専攻博士後期課程設置

大学院に経営学研究科経営学専攻博士後期課程設置

短期大学部文科、生活科を定員増

豊橋校舎の短期大学部法経科第2部を廃止

西加茂郡三好町に約20万 ㎡の校地を確保

文学部、法経学部第1部 期間付定員増(420名)

(1987年 度一1992年 度)

名古屋校舎新キャンパス開校(西加茂郡三好町)

短期大学部に留学生別科、別科英語専修、別科生

活環境専修を開設

経済学部1部、経済学部2部、法学部1部、法学部2

部、経営学部を設置(法経学部第1部及び同第2部

の学生募集停止)

大学院法学研究科、経営学研究科を名古屋校舎

へ移転

短期大学部期間付定員増(100名)

(1990年 度一1998年 度)

文学部、経済学部1部、法学部1部及び経営学部期

間付定員増(270名)(1991年 度一1999年 度)

大学院に中国研究科中国研究専攻、文学研究科日

本文化専攻・地域社会システム専攻・欧米文化専攻

修士課程を設置

文学部文学専攻科国文学専攻を廃止

文学部、経済学部1部、法学部1部、経営学部期間付

定員(420名)の期間延長(1993年 度一1999年 度)

大学院に文学研究科地域社会システム専攻博士後

期課程を設置

東亜同文書院大学記念センターを設立

大学院に中国研究科中国研究専攻、文学研究科日

本文化専攻・欧米文化専攻博士後期課程を設置



1995年4月

1997年4月

1997年12月

1998年4月

1999年4月

2000年4月

2001年4月

2002年4月

2002年7月

2002年10月

2004年4月

2004年9月

2004年10月

文学部、経 済学部1部 、法学部1部 、経営学部 に3年

次編入学定員を設定(130名)

現代中国学部現代中国学科を設置

短期大学部別科英語専修及び生活環境専修を廃止

法経学部第1部及び同第2部を廃止

教 養部を廃止

国際コミュニケーション学部 言語コミュニケーション学

科 、比 較文化学科を設 置

文学 部文 学科 を改組 し、日本 ・中 国文学 科 、欧米 文

学科を設 置

短期 大学部 文科を言語文 化学科 に、生活科 を現代

生活学科 に名称変 更

文学部、経済学部1部 、法学部1部 、経営学部期 間付

定員(減員計画)の 延長(2000年 度一2004年 度)

短期大学部期 間付定員(減 員計 画)の延 長

(2000年 度一2004年 度)

大学院に法学研究科公法学専攻博士後期課程を

設置

大学院に国際コミュニケーション研 究科国際 コミュニ

ケーション専 攻修士課程 を設置

短 期大学 部留 学生別 科を廃 止し、大学に外国 人留

学生 別科を開設

株 式 会 社 工一・ユ ー・エ スを設 立

国際中国学研究センター(ICCS)を 設立

車道校舎新キャンパス開校(名古屋市東区筒井)

経済学部1部を経済学部、法学部1部を法学部に名

称変更

経済学部2部経済学科、法学部2部法学科、国際コ

ミュニケーション学部比較文化学科(夜間主コース)

の学生募集停止及び同収容定員を昼間学部へ振替

文学部、経済学部、法学部、経営学部の期間付定員

廃止にもとつく入学定員減

大学院に法務研究科法務専攻(専門職大学院)を

設置

大学院中国研究科中国研究専攻博士後期課程の

入学定員変更(15名)、法学研究科修士課程公法

学専攻及び私法学専攻の学生募集停止

短期大学部ライフデザイン総合学科(構 想中)が

(財)短期大学基準協会から地域総合科学科として

適格の認定を受ける

三遠南信地域連携センターを設立

2005年3月

2005年4月

2006年3月

2006年4月

2007年3月

2008年3月

2009年9月

2009年10月

2010年3月

2011年3月

2011年4月

2011年5月

2011年12月

2012年3月

2012年4月

大学院法学研究科博士前期課程(修士課程)公法

学専攻及び私法学専攻を廃止

文学部哲学科、社会学科、史学科、日本・中国文学科、

欧米文学科を改組し、文学部人文社会学科を設置

経営学部経営学科の定員の一部を振り替え、経営

学部会計ファイナンス学科を設置

短期大学部言語文化学科、現代生活学科を改組

し、短期大学部ライフデザイン総合学科を設置

文学部文学科及び外国人留学生別科を廃止

大学院に会計研究科会計専攻(専門職大学院)を

設置

愛知大学孔子学院を設置(豊橋・車道)

短期大学部言語文化学科及び現代生活学科を廃止

愛知大学が(財)大 学基準協会による大学評価ならび

に認証評価を受け、適合と認定(2015年3月31日 まで)

法科 大学 院が(財)日 弁 連法務 研 究財 団の認証 評

価を受 けた

短期大学部ライフデザイン総合学科が(財)短期大

学基準協会による地域総合科学科達成度評価を受

け、適格と認定

愛知リーガルクリニック法律事務 所を開設

新名古屋校舎 第1期工事着工

法学部2部 法学科、経済 学部2部 経 済学科を廃止

短期大学部 が(財)短 期大学 基準協会 による第三者

評価 を受 け、適格 と認定(2018年3月31日 まで)

会 計大学 院が(財)大 学基 準協会 による認 証評価 を

受け、適合と認定(2016年3月31日 まで)

地域政策学部地域政策学科を設置

文学部欧米文学科を廃止

文学部日本・中国文学科を廃止

文学部哲学科を廃止

名古屋校舎新キャンパス開校

(名古屋市中村区平池町)
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基本組織

1大 学 の 組 織(・・12年・月旧現在)

愛知大学 学部

大学院

専門職大学院

法学 部[法 学 科]経 済学 部[経 済学 科]経 営学 部[経 営学科、会 計ファイナ

ンス学科]現 代中国学部[現 代中国学 科]国 際コミュニケーション学 部[言 語コ

ミュニケーション学科、比較文化学 科]文 学部[人 文社会学 科]地 域政策学 部

[地域政 策学科]

法学研究科[公 法学専攻(博 士後期 課程)][私 法学 専攻(博 士後期課 程)]

経済学 研究 科[経 済学専 攻(修 士 課程 ・博士 後期 課程)]経 営学研 究科[経 営

学 専攻(修 士課程 ・博士後期 課程)]中 国研究科[中 国研 究専攻(修 士課 程・博士

後 期課 程)]国 際 コミュニケーション研 究科[国 際コミュニケーション専 攻(修 士課

程)]文 学研 究科[日本 文化専 攻(修 士 課程 ・博士後 期課程)][地 域 社会システム

専 攻(修 士課程 ・博 士後期課程)][欧 米 文化専攻(修 士課 程・博士後期 課程)]

法務研究科[法務専攻(専門職学位課程)]

会計研究科[会計専攻(専門職学位課程)]

愛知大学短期大学部一1画 三=⊥=三===三 コ

図書館[名 古屋 図書館 、豊橋図書館 、車道図書館]

国際問題研究所 綜合郷土研 究所 中部地 方産業研 究所 経営総 合科学研究所

国際中国学研究 センター 三遠南信 地域連携センター 一般教育研 究室(名 古屋 ・豊橋)

語学 教育研究室(名 古屋・豊橋)体 育研 究室(名 古屋 ・豊橋)中 日大辞典 編纂所

学 習・教 育支援センター(名古屋 ・豊橋)教 職課 程センター(名古屋 ・豊橋)国 際交 流センター

情 報メディアセンター 東亜 同文 書院大学記念 センター エクステンションセンター一
事務局 内部監査室 校友課

総務 ・企画部 総務課[東京事務所]人 事課 経理課 資金課 企画課 広報課

名古屋総務課[名古屋校舎整備推進事務室]

教 学 事 務 部 名古屋教務課[名 古 屋学習 ・教 育支援センター事務 室、名古屋 一般 教育研究室事務

室 、名 古屋語 学教 育研 究室 事務室 、名 古屋 体育 研究 室事 務室]名 古屋 学生 課

[保健 室、学生相談 室]国 際交 流センター事務課 名古屋キャリア支援課

入試課 車道 教学課[保 健 室、学生相談 室]

学術支援事務部 名古屋研 究支援課[国 際問題研 究所事務 室、経営総 合科学研 究所事務室 、国際中

国学研 究センター(1CCS)事 務 室、中日大 辞典編 纂所事 務室 、法 ・経済 ・経 営 ・現 代 中

国・国際コミュニケーション学会 事務室]名 古屋 図書館事務課[車 道図書 館事務室]

情報システム課[情 報システム課車道 分室]

豊 橋 事 務 部 豊橋総 務課 豊橋教 務課[豊 橋 学 習・教育支 援センター事務室 、豊橋一般 教育研

究室事 務室、豊橋語学 教育研 究室 事務室 、豊橋 体育研 究室事 務室 、豊橋学 生課[保

健 室、学 生相談室]豊 橋キャリア支援 課 豊橋 研究支援 課[三 遠南信 地域連携セ

ンター事 務室、綜 合郷 土研究所 事務 室、中部地方 産業研 究所事 務室 、東亜 同文書 院

大学記念センター事 務室、大学史 事務室、文学 会事務室]豊 橋図書館事務 課

豊橋 国際交流センター事務 室 豊橋情報 メディアセンター事務室
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1大 学 の 構 成(・・12年・月旧現在)

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

名古屋 駅ささしまライブ24地 区に開校。

法学部

経済学部

経営学部

法学科[司 法、行政 、企業]

経済学科[現 代経 済、経済政 策、グローバル経済、社

会経 済]

経 営学 科[ビジネス・マネジメント、流 通・マーケティン

グ、情報 システム、国際ビジネス]、会計ファイナンス学

科[ア カウンティング、ファイナ ンス]

現 代 中 国 学 部 …一・現 代 中 国 学 科[ビ ジネス、言 語 文 化 、国 際 関 係]

国際コミュニケーション学部… 言 語 コミュニケ ーション学 科 、比 較 文 化 学 科

曲
豆
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

豊富 な緑 に囲まれた広 大なキャンパス。

文学部

地域政策学 部… ・

短期大学部 …

大学院

人文社 会学 科[現 代文 化、社会 学 、心理 学 、歴 史 ・

地 理学、日本語 日本文学 、欧米言語 文化]

地 域政策 学科[公 共政 策、地域産 業、まちづくり、地

域 文化、健康 ・スポーツ]

・ライフデザイン総合学科

文 学研 究科[日本 文化専攻(修 士課 程・博士後 期課

程)、地 域社会 システム専攻(修 士課 程・博士後 期課

程 、欧米文化専攻(修 士課程 ・博士 後期課程)]

車
道
キ
ャ
ン
パ
ス

高度な専門知識の習得をサポートする充実の施設。

大学院

法科大学 院…

会計大学 院…

法学研 究科[公 法学専攻(博 士後 期課程)、私 法学

専攻(博 士 後期 課程)]、経済 学研 究科[経 済学 専

攻(修 士課 程・博 士後期課 程)]、経 営学研 究科[経

営 学専攻(修 士課程 ・博士後期課 程)]、中国研 究科

[中国研 究専攻(修 士 課程 ・博士後 期課程)]、国際

コミュニケーション研 究科[国 際 コミュニケーション専

攻(修 士課程)]

・法務研究科[法 務専攻(専 門職学位 課程)]

・会 計研究科[会 計専攻(専 門職学位 課程)]

幽,a.,悶 馴

アクセス

轡

あおなみ線
さ
さ
し
ま

ラ
イ
ブ

下車

解

名
古
屋

1分

徒歩

すぐ

約10分

〒453・8777愛 知県名古屋市中村区平池町4丁 目60-6TELO52-564・6111

名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス

冒直

アクセス

名古屋

嘲刊9

}
}

一L曜廉

噸
7

{
晦

を

」

彦

澗

一

瑞

JR

浜 松

46分

JR

名鉄
名古屋

分

鉄

31

名

49分

豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

車

ぐ

下

す

愛
知
大
学

前

響
新
豊
橋

歩

ぐ

徒

す

豊

橋

〒441-8522愛 知 県 豊 橋 市 町 畑 町1-1TELO532-47-4111

アクセス

名
古
屋

地下鉄桜通線 車

道

徒歩

8分 すぐ

車
道
キ
ャ
ン
パ
ス

〒461・8641愛 知 県 名古 屋 市東 区 筒井2丁 目10-31TELO52-937-8111
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基本組織

1役 員 ・評 議 員(・・12年・月旧現在)

職名 氏 名 現 職

理事長 佐藤 元彦 愛知大学長

理 事
(常務理事)

川井 伸一 愛知大学副学長(経営担当)

砂山 幸雄 愛知大学副学長(教学担当)

鈴木 修 愛知大学事務局長

理 事

伊東 利勝 愛知大学文学部長

沈 徹 愛知大学経済学部長

広瀬 裕樹 愛知大学法学部長

村松 幸広 愛知大学経営学部長

安部 悟 愛知大学現代中国学部長

鈴木 規夫 愛知大学国際コミュニケーション学部長

渡辺 和敏 愛知大学地域政策学部長

黒柳 孝夫 愛知大学短期大学部長

職 名 氏 名 現 職

理 事

安井 善宏 愛知大学同窓会長

清水 正一 愛知大学同窓生

佐原 光一 豊橋市長

山田 正 (財)霞 山会 理事長

中村 捷二 会社役員

小川 悦雄 愛知県副知事

河村 たかし 名古屋市長

鈴木 重文 元会社役員

監 事
酒井 強次 愛知大学常勤監事

松井 昭 公認会計士

評議 員会 評議 員会 評 議員会 評 議員会

佐藤 元彦 愛知大学長 堀 真人 愛知大学事務職員 荘司 敏彦 後援会役員 樋ロ 義治 愛知大学教員

川井 伸 一
愛知大学副学長

(経営担当)
水谷 財基 愛知大学事務職員 内藤 由美子 後援会役員 竹内 晴夫 愛知大学教員

近藤 智彦 愛知大学事務職員 安井 善宏 愛知大学同窓会長 李 春利 愛知大学教員

砂山 幸雄
愛知大学副学長

(教学担当) 藤本 茂 同窓会役員 清水 正 一 愛知大学同窓生 中尾 浩 愛知大学教員

鈴木 修 愛知大学事務局長 加藤 満憲 同窓会役員 佐原 光 一 豊橋市長 西野 基継 愛知大学教員

伊東 利勝 愛知大学文学部長 八塚 哲子 同窓会役員 山 田 正 (財)霞山会理事長 島田 了 愛知大学教員

沈 徹 愛知大学経済学部長 銭谷 欣吾 同窓会役員 中村 捷二 会社役員 冨増 和彦 愛知大学教員

広瀬 裕樹 愛知大学法学部長 杉浦 福夫 同窓会役員 小川 悦雄 愛知県副知事 松岡 正子 愛知大学教員

村松 幸広 愛知大学経営学部長 岩間 毅 同窓会役員 河 村 た か し 名古屋市長 河辺 一 郎 愛知大学教員

安部 悟 愛知大学現代中国学部長 土井 義昭 同窓会役員 鈴木 重文 元会社役員 片 茂永 愛知大学教員

鈴木 規夫 愛知大学国際コミュニケーション学部長 荒木 仁子 同窓会役員 桂 秀行 愛知大学教員 塚本 倫久 愛知大学教員

渡辺 和敏 愛知大学地域政策学部長 堀田 久富 同窓会役員 沓掛 俊夫 愛知大学教員 阿部 聖 愛知大学教員

黒柳 孝夫 愛知大学短期大学部長 八木 好郎 同窓会役員 矢田 博士 愛知大学教員 早川 勇 愛知大学教員

各務 一 徳
愛知大学総務 企画部長 大島 俊明 後援会役員 武田 圭太 愛知大学教員 谷 彰 愛知大学教員
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基本組織

1専 任 教 員 一 覧(2・12年・月旧現在)

法 学 部

法

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門分野 ・研究テーマ

教

授

大川 四郎 名古屋大学法学部 同大学院 法学修士 ジュネーブ大学大学院D.E.S.(法制史) 西洋法制史

大林 文敏 愛知大学法経学部 同大学院 法学修士 博士(法学)(九州大学) 憲法学 アメリカ最高裁判所論

加藤 鉦治 名古屋大学大学院教育学研究科、教育学博士 教育社会史

小島 透 名古屋大学法学部 同大学院 修士(法学) 刑 法、刑 事政策/刑 事 責任論、量刑論

JohnHamilton オックスフォード大 学MasterofArts(M.A.) PPE(Politics,Philosophy,Economics)

杉浦 市郎 京都大学法学部 同大学院 法学修士 経済 法。ドイツ経済法とEU経 済法

田中 正人 京都大学法学部 同大学院 法学修士 フランス政治・政 治史

常石 希望 四国学院大学文学部 関西学院大学大学院 文学修士 韓国語学 日本語母国語者に対する韓国語教育法'韓 国キリスト教史

鄭 高啄 北京第二外国語大学 昭和女子大学大学院 文学修士 文章論。日中対照研究

中尾 浩 青山学院大学文学部 中央大学大学院 文学修士 バリ第10大学第三課程D,EA(言語科学) フランス語 、コーパス言語学 語彙構造論

長峯 信彦 早稲田大学法学部 同大学院 修士(法学) 憲法 英米法

西野 基継 京都大学法学部 同大学院 法学修士 法哲学。現代自然法論 法存在論 人間の尊厳論

広瀬 裕樹 名古屋大学法学部 同大学院 法学修士 商法 、保険法

村瀬 智彦 金沢大学教育学部 同大学院 筑波大学大学院 教育学修士 博士(体育科学) 体育測 定評価論、トレーニング論

吉垣 実 東海大学大学院法学研究科 博士(法学) 民事訴訟法、会社関係訴訟の手続法的処理

准

教

授

入江 容子 同志社大学法学部 同大学院 博士(政策科学) 地方自治制度、自治体の組織と政策

北尾 泰幸 京都外国語大学外国語学部 大阪大学大学院 博士(言語文化学) 理論言語学 統語論、生成文法理論

木村 義和 関西学院大学法学部 同大学院 博士(法学) 民法(契 約 法)/フ ランチャイズ契 約について

小坂 敦子 同志社大学 文学部 ハワイ大 学大学院Ph.D.(教 育学) 英語教育・教育学

小林 真紀 上智大学法学部 同大学院 法学修士 パリ第一大学第三課程D.E.A.(国内公法) フランス法 、ヨーロッパ法

鈴木 清貴 明治大学法学部 慶臆義塾大学大学院 修士(法学) 民法 代理、使用者責任、他人の行為についての責任

多田 哲也 上智大学文学部 同大学院 修土(文学) 英語学 言語学 イギリス文化。イギリスの言語思想 文法理論

田中 清久 東北大学法学部 同大学院 博士(法学) 国際法 国際組織法、国際責任法、国際裁判法(国際司法裁判所)

永戸 力 龍谷大学法学部、京都大学大学院法学研究科(修士) 行政学 ド行政改革、社会保障政策

前嶋 匠 関西大学大学院 法学修士 刑法における製造物責任

松井 吉光 名古屋大学大学院 理学研究科素粒子・宇宙物理学専攻 博土(理学) 物理(素 粒子論)現 象論(重 いクォークを含 むハドロンとニュートリノについて)

山下 和也 京都大学 ボン大学Ph.D. カント哲学・オートポイエーシス論

李 秀慾 東呉大学法学部 東北大学大学院 博士(法学) 商法 自己株 式の取 得、コーポレート・ガバナンス

助

教

上杉 めぐみ 明治学院大学 法学研究科博士後期課程修了・博士(法学) 民法、消費者法 〆情報提供義務

金井 幸子 猫協大学法学部 名古屋大学大学院 博士(法学) 労働法 労働条件変更・解雇

西本 寛 名古屋大学大学院 理学博士 放射性炭素年代測定法を用いた編年研究

経 済 学 部

経

済

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門 分野・研 究テーマ

教

授

阿部 武彦 金沢大学経済学部 同大学院自然科学研究科・博士(学術) 経営や福祉分野における情報システムに関する研究

李 泰王 慶北大学校経商大学 大阪市立大学大学院 博士(経済学) アジア経済・経営論/自 動車産業と多国籍企業の研究

池森 均 名古屋大学理学部 同大学院 理学博士 理論物理学(素粒子論・場の理論)、場の理論の位相幾何学的な性質、ゲージ理論とソリトン

伊藤 動 明治学院大学文学部 同大学院 文学修士 英国唯美主義文学

伊藤 靖徳 南山大学経済学部 経済学士 中小企業論 地域産業集積構造 中小地域金融

打田委千弘 立命館大学経済学部 同大学院 博士(経済学) 応用計量経済学 金融市場に関する実証分析 生産関数に関する実証分析

大澤 正治 慶臆義塾大学商学部 環境経済、エネルギー/環 境制約、エネルギー制約が強まる時代の社会産業と経済

桂 秀行 一橋大学経 済学部 同大学 院Ph .D, ヨーロッパ中世社会経済史。領主制の形成と展開(地中海地方の地域研究)

川端 朋広 上智大学文学部 青山学院大学大学院 修士(文学) 英語学。コーパス言語学 、文 法化

國崎 稔 桃山学院大学経済学部 神戸商科大学大学院 経済学修士 経済政策 不完全競争下の租税調和化、地域間移転と地方公共財問題、寡占市場での租税帰着

栗原 裕 南山大学外国語学部 神戸大学大学院 経営学修士 国際貿易、欧州経済 ・通貨統 合、国際金融の理論 ・制度 ・実証的研 究

桑島由美子 東京女子大学文理学部 筑波大学大学院 国際学修士 一橋大学大学院 東アジア地域研究。中国近代文学と文化研究・国際文化研究

小林 慎哉 埼玉大学教養学部 早稲田大学大学院 経済学修士 日本経済の実証分析 為替レート決定の実証研究

佐藤 元彦 慶雁義塾大学経済学部 広島大学大学院 国際学修士 発展 途上国経済論。貧困緩和・解 消の政治 経済学 マイクロ・ステートの経済学

竹内 晴夫 山口大学経済学部 東京大学大学院 博士(経済学) 経 済原論。貨 幣・金 融システムの研究
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基本組織

経 済 学 部

経

済

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門分野 ・研 究テーマ

教

授

田中 良明 大阪市立大学経済学部 同大学院 経済学修士 社会思想史。社会運動の諸思想20世 紀の意味

沈 徹 早稲田大学政治経済学部 同大学院 経済学修士 国際マクロ経済学。為替レートの動学理論 輸出企業の市場別価格設定行動

森 久男 名古屋市立大学経済学部 東京大学大学院 農学博士 中国経済史。蒙彊政権の研究 興安省の研究

藪内 繁己 神戸商科大学商経学部 同大学院 経済学研究科 経済学博士 経済理論、国際経済学 ミクロ経済学の国際貿易への応用に関する研究、国際貿易と生産要素移動の経済分析

山田 雅俊 神戸大学経済学部 大阪大学大学院経済学研究科 博士(経済) 財政学、公共経済学

李 春利 上海外国語大学日語系 東京大学大学院 博士(経済学) 中国経済論,●際産業論、低炭素経済と低炭素交通 中国の経済発展とエネルギー環境問題 新興国〔BRICsl経済と日本

准

教

授

井口 泰秀 京都大学経済学部 同大学院 修士(経済学) 計量経済学、経済時系列分析 マクロ経済統計の特性分析

岡田 圭二 立命館大学文学部 広島大学大学院 博士(心理学) 認知心理 学。自己、感情、記憶 、意 識の関係、適 応記憶(Adaptivememory)

葛谷 登 一橋大学社会学部 同大学院 社会学修士 中国宗教思想史 中国語表現文法 東洋とキリスト教

小林 弥生 名古屋大学経済学部 同大学院 博士(経済学) 理論経済学・公共経済学。家族の経済学 家族に対する公共政策

清水 伸子 名古屋大学文学部 同大学院 文学修士 ロシア語学。談話レベルでの動詞が係わる現象

杉浦 裕晃 名古屋大学経済学部 同大学院 博士(経済学) 労働経済学 失業、サーチ理論、雇用と賃金の地域間格差、地域間労働移動

生原 匠 京都産業大学工学部、神戸大学大学院国際協力研究科 神戸大学博士(経済学) 経済理論 税制改革の経済分析、環境政策の経済分析、貿易政策の経済分析

三川 克俊 早稲田大学第一文学部 同大学院 英国レディング大学大学院 教育学修士 応用言語学MA 応用言語学(英語教育、異文化語用論)

助

教

塚本 恭章 東京大学大学院 博士 経済理 論・思想史、経 済学方法論 、政治(社 会)経 済学、比較経済システム論

早川 大介 横浜国立大学経済学部 東京大学大学院 経済学研究科博士課程・修士(経済学) 日本経済史(金融史・財政史)

経 営 学 部

経

営

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門分野・研究テーマ

教

授

有澤 健治 東京大学文学部 同大学院(理学系研究科)理学博士 情報処 理。オペレーティングシステム・プログラミング

岩田 員典 名古屋工業大学 同大学院 博士(工学) マルチエージェントシステムに関する研究

川 井 伸 一 東京大学教養学部 同大学院 国際学修士 中国企業経営論 比較経営論。株式会社のコーポレート・ガバナンス比較 中国企業の海外進出

神頭 広好 学習院大学経済学部 東京工業大学大学院 経済学修士 経営立地論。都市の空間的立地構造に関する研究

田川 克生 神戸大学経営学部 同大学院 経営学修士 経営学の基礎研究。企業理論によるマネジメントの基礎づけ

田川 光照 名古屋大学文学部 同大学院 文学修士 18世 紀 フランス文学。現代 韓国文学

玉置 光司 名古屋工業大学工学部 大阪大学大学院 工学博士 オペレーションズ・リサーチ。確率モデルと最適化

為廣 吉弘 東京大学農学部 流通 ・物 流

村松 幸広 愛知大学法経学部 同大学院 経済学修士 消費者行動論。消費者行動の国際比較

矢田 博士 早稲田大学第一文学部 同大学院 文学修士 中国古典詩歌。三国・魏の曹植の詩歌研究 漢魏六朝期における四言詩と五言詩の盛衰について

山田 晶子 愛知県立大学文学部 名古屋大学大学院 文学修士(英文学) 英 文 学(20世 紀 中 心)。D.H.Lawrence(1885-1930)の 研 究 中 心

准

教

授

石井 里枝 東京大学経済学部 東京大学大学院経済学研究科・博士(経済学) 日本経営史、日本経済史

太田 幸治 東京国際大学 明治学院大学大学院 修士(経営学) 流通 ・マーケティング(とりわけ製品戦略論)

小野 良太 電気通信大学電気通信学部ハワイ大学大学院Ph.D,inCommunicatlonandlnfomatlonSciences 情報通信技術、情報通信開発政策、未来研究

田中 英式 関西大学法学部 名古屋大学大学院 修士(学術) 日系企業の技術移転、日系企業と現地サプライヤーとの企業間関係、台湾経済、台湾企業、産業集積論

土屋 仁志 関西大学商学部 同大学院 商学博士 流通業の国際化

永田 孝夫 名古屋大学大学院・修士 教 科教育法(社 会・地歴・公民)授 業 の作 り方

古川 邦之 高知大学理学部 京都大学大学院 博士(人間・環境学) 地球 科学、地質学、火山学

本多 毅 大阪市立大学大学院 経営学研究科後期博士課程 単位取得満期退学(経営学修士) 組織論、戦略論 組織変革、組織の環境適応プロセス

MalcolmDuff ロンドン大学 DramaMethodology,TheatreandCommunication

山本 大造 松山大学経営学部 同大学院 同志社大学大学院 修士(経営学) 熟練の変化と労務管理の研究、「人的資源管理論」の研究

助

教

古川 千歳 UniversityofBirmingham,BirminghamBusinessSchoolMBA,PhDinManagement 国際経営、異文化経営

毛利 元昭 名古屋工業大学大学院情報工学専攻 博士(工学) ブラインド信号分離、環境電磁波の解析

会

計

フ

ァ

イ

ナ

ン

ス

学

科

教

授

伊藤 清己 愛知大学法経学部 神戸商科大学大学院 博士(経営学) 財務会計論、国際会計論 キャッシュ・フロー計算書の理論と制度

冨増 和彦 大阪市立大学商学部 同大学院 博士(経営学) 環境会計・社会関連会計

架谷真知子 津田塾大学 日本語教授法。協 同学習。小集 団におけるグループ・ダイナミックス

武藤 明弘 早稲田大学教育学部 同大学院 文学修士 ロンドン大学(UCL)大学院 言語学修士 英語学。歴史言語学、音韻論

望月 恒男 早稲田大学社会科学部 同大学院(商学修士)横 浜市立大学大学院 管理会計論 現代企業における管理会計システムに関する研究

盛田 良久 愛知大学法経学部 神戸商科大学大学院 経営学博士 監査論/ア メリカ証取法会計と監査の研究

山下 裕企 東京理科大学工学部 同大学院 博士(工学) 租税を考慮した経営計画に関する研究、税務情報の有用性に関する研究、税制が経営者行動に与える影響の分析

准教

授

池田 幸典 京都大学大学院経済学研究科 博士後期課程修了 博士(経済学) 財務会計(負債および資本の会計)

一 木 毅 文 立命館大学経済学部 明治大学大学院博士(経済学) ファイナンス、国際経済 資 本構成、設備投資 に関する実証分析
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経 営 学 部

会

計
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス

学

科

氏 名 出身学校・学位 専 門分野・研 究テーマ

准

教

授

齋藤 毅 筑波大学社会工学類 同大学院 博±(経営工学) 確率的意思決 定問題(最 適停止 問題)、金融工学、IE(lndustrialEngineering)

島田 了 南山大学文学部 同大学院 文学修士 ドイツ語ドイツ文学、ドイツ文化史

滝沢 宏人 日本体育大学体育学部 同大学院 体育学修士 バイオメカニクス 運動生理学。人間が多関節を介して発揮する力に及ぼす姿勢・力の作用点の影響

冨村 圭 信州大学経済学部 名古屋大学大学院経済学研究科・博士(経済学) 金融 金融機 関のコーポレート・ガバナンス、地域金 融

水野 孝彦 愛知大学経営学部 同大学院 博士(経営学) 米国における連結会計論の展開

助

教

石原 知英 広島大学大学院教育学研究科 博士(教育学) 英語教育学、教育的翻訳研究

吉本 理沙 神戸商科大学商経学部 同大学院 経営学修士 公会計。北米州・地方政府の業績報告の研究

現 代 中 国 学 部

現

代

中

国

学

科

氏 名 出身学校・学位 専 門分野・研 究テーマ

教

授

安部 悟 大阪外国語大学外国語学部 大阪市立大学大学院 文学修士 中国近・現代文学。魯迅及び同時代の作家研究。中国語教育

加々美光行 東京大学文学部 文学士
(学部)中国政治思想。中国外交論 文化大革命論 東アジア民族問題(院)中

国政治思想。毛沢東論 文化大革命論 東アジア民族問題 東アジア国際政治

河 辺 一 郎 東京都立大学人文学部 学士(文学) 国連問題。国連政策を中心にした日本外交

黄 英哲 台湾師範大学文学部 立命館大学大学院 博士(文学) 台湾近現代史・台湾文学。植民地主義と文学。台湾における「戦後」の意味

高 明潔 中央民族学院(現中央民族大学)歴史学科 中国の社会・文化に関する人類学的研究

砂山 幸雄 東京大学教養学部 同大学院 国際学修士 現代中国政治論 現代中国思想・文化研究

醇 鳴 中国東北師範大学外国語学部 大阪大学大学院 修士(文学) 社会言語学、日中比較言語学 日中言語行動の比較研究

高橋 五郎 愛知大学法経学部 千葉大学大学院 農学博士 中国社会調査 中国農業、農村経済問題

唐 燕霞 立教大学大学院社会学研究科・博士(社会学) 社会学 中国都市基層社会の自治について、中国進出日系企業の労使関係

土橋 喜 法政大学経済学部 筑波大学大学院 東京大学大学院 博士(工学) 情報科学。問題解決における発想支援 問題構造の可視化

馬場 毅 早稲田大学第一文学部 東京教育大学大学院 早稲田大学 博士(文学) 中国近現代史。中国近代史における秘密結社史 抗日戦争

樋泉 克夫 中央大学大学院 文学研究科東洋史専攻博士課程単位取得満期退学 華人社会 と中国の関係、華人ビジネス文化、京劇と中国の政治 ・社会 の関係

古澤 賢治 愛知大学法経学部 大阪市立大学大学院 博士(経済学)
(学部)中国経済の歴史的展開 東アジアビジネス事情(院)中 国経済論 ア

ジア新工業化と中国。中国経済の歴史的展開・東アジアビジネス論

松岡 弘記 中京大学体育学部 同大学院 体育学修士 運動生理学 。スポーツ選 手のウエイトコントロールに関する研 究

松岡 正子 早稲田大学第一文学部 同大学院 博士(文学) 中国民俗学。中国文化人類学。西南中国の諸民族における文化の変容

三好 章 東京教育大学文学部 一橋大学大学院 博士(社会学) 中国近現代史 中華人民共和国教育史

劉 柏林
北京第二外国語学院アジア・アフリカ語系学部 北京国際関係学

院日本言語文学研究科 文学修士

中 日言 語と文化の比 較。中日両 国の近代 化による文化 と言語 の変化 中 日コ

ミュニケーションの異 同について

渡 津 英 一 郎 愛知大学大学院経済学研究科 愛知教育大学大学院教育学研究科 経済学修士、教育学修士 教育制度、社会科教育

准

教

授

阿部 宏忠 新潟大学経済学部 学士 中国の対外経済関係

梅田 康子 桜美林大学文学部m義 塾大学大学院 修士(社会学) 日本語教育 異文化間教育

川村 亜樹 京都産業大学外国語学部 大阪外国語大学大学院 博士(言語文化学)
現代 アメリカ文 学・文化 、時 事英語 ポストモダンとポストコロニアル、9.11、ヒッ

プホップ、英語教育における英字 新聞の活用術

木島 史雄 京都大学文学部 同大学院 文学修士 中国古典学 儀礼を中心とする中国思想史.東 洋の書物の文化史

藤森 猛 中央大学経済学部 愛知大学大学院 修士(中国研究) 中国芸術論、中国語学。映画 テレビ放送 新劇 アニメ ポップスなどの中国大衆芸術および中国語語彙研究

吉川 剛 明治学院大学法学部 愛知大学大学院 修士(中国研究) 中国語CA1現 代中国の法意識・法文化に関する法社会学的研究

助

教

隊 蠕 芳 上海外 国悟 大学大学院 修 士(壱 」k:悟 言学・v1用悟言学) 渓悟作力第二悟言教学

栃 琳 中央　播屯視大学 北九州市立大学大学院 経済学研究科 経済学修士 中国語発音

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 学 部

言

語
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ
ン

学

科

氏 名 出身学校・学位 専 門分野・研 究テーマ

教

授

IvanCosby アイルランド・ダブリン大学 同大学院MasterofArts(M.A.) 西欧人道主義のキリスト教学と労働組合に与える衝撃

JonBlundell ロンドン大学 イースト・アングリア大学大学院 エセックス大学大学院MasterofArts(M.A.) コミュニカティヴ英語教授法。特に日本人大学生に関する学習様式

田 本 健 一 都留文科大学文学部 上智大学大学院 博士(文学) 英語学 中世英文学。アングロ・サクソン福音書における語彙。英語コミュニケーション学

塚本 鋭司 早稲田大学第二文学部 西イリノイ大学大学院 シラキュース大学大学院Ph.D.(教育社会学〉 英語教育 学。異文化 間コミュニケーション アメリカ文化研究

塚本 倫久 駒澤大学文学部 同大学院 修士(英文学) 英語学。現代英語の語法研究 コーパス言語学

ThomasMichaelGrossマルブルク・フィリップス大学 大学院 博士(日 本語学) 言語学 ・コミュニケーション心理学

BenaOdellahmaneLanCene
1NSTITUTNATIONALduPErROL∈ALLIANCEFRANCHISEdePARIS(修 士)石 油精製

と石油化学におけるステイトエンジニア(博士)・フランス国外に於けるフランス語教育者資格免状

フランス語教 育。外国語 としてのフランス語教育 法
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基本組織

国 際 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン 学 部

言

語

コ

ミ
ュ
ニ

ケ

ー

シ
ョ

ン

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門分野 ・研 究テーマ

准

教

授

AngusMaclndoe オックスフォード大 学(UniversityCollege)MasterofArts(M.A.) 古代史及び哲学。英国の方言及び話し方のパターン 英文学におけるスポーツのテーマ 古代ギリシャ文化との関連

磯野 徹 甲南大学文学部 英国ESSEX大 学大学院PhD.inLanguageandLinguistics博 士(言語学) 応用言語学

梅垣 敦紀 早稲 田大学・博士(理 学) 数学/整 数論

塩山 正純 関西大学文学部 同大学院 博士(文学) 近代中国語研究・近代西洋人による中国語研究と異文化翻訳

西部真由美
奈良女子大学文学部 同大学院 エセックス大学大学院 名古屋大学大学院文学

研究科博士後期課程修了 文学修士、学術修士M.A.inLanguageAcquisition
英語学、日英対照言語学、コーパス言語学 現代英語の語法変化

助

教

AndrewKean M.A.inAppliedLinguistics(UniversityofNewEngland) ExtensiveReading,StudyAbroad

鎌倉 義士 バ ーミンガム大 学EnglishDepartment博 士 コーパス言 語学、認知言語学 、言語習得 論

CarolynE.Fish B.A.(EnglishLiterature)M.A.(lntemationalRelations)M.Sc(SocialScienceResearchMethods)

Themethodologicalpracticesofselfdirectedlearningforbothpersonal

growthandthedevelopmentoftransferableskills.Academictheoryto
usefulpracticewithintheclassroomenvironment

SianDavisEdwardsM.A.Ceramics Task-basedlearning/Developingconversationskills

比

較

文

化

学

科

教

授

加納 寛 名古屋大学文学部 同大学院 博士(歴史学) 東洋史(タイ文化史)。タイの都市における日常生活文化の変化 タイの文化政策

河野 眞 京都大学文学部 同大学院 博士(文学) 比較文化 ヨーロッパ民俗学 観光研究 多文化共生研究 巡礼研究

周 星 西北大学歴史学科 中国社会科学院大学院 博士(民族学) 民族学。民俗学(生 活文化論)。/日中比較文化 、アジアの諸文化

鈴木 規夫 上智大学文学部 中央大学大学院(法学修士)成 躁大学大学院 博士(政治学) 政治哲学/国 際関係論 イスラーム研 究r平 和研 究

鈴木 秀治 東京大学文学部 同大学院 文学修士 比較文学比較文化 近現代フランス文学

高原 隆 滋賀大学経済学部 ニューヨーク州立大学大学院(人類学修士)インティアナ大学大学院Ph.D.(Folkl(xel アメリカン・フォークロア 記号論 人類学。人間のアイデンティティと身体と場所の関係、鬼師の世界

新津 嗣郎 京都大学文学部 同大学院 文学修士 近代以後のドイツ叙情詩。GunterEichの叙情詩およびラジオドラマ研究 日本とドイツの昔話

樋野 芳雄 一橋大学社会学部 同大学院 社会学修士
国際関係学 社会学。現代国際政治・思想の変容 近代化・現代化、産業・経営・労働をめぐる諸問題

片 茂永 建国大学日本語教育学科 筑波大学大学院 文学博士 民俗学。アジアの蓮華文化論

広木 詔三 東北大学理学研究科 理学博士 森林生態学 ブナ科の生態学的研究・火山植生の遷移・里山の雑木林

山本 雅子 南山大学外国語学部 京都大学大学院 博士(人間・環境学) 認知言語学、日本語教育学 認知言語学的観点から日本語の言語現象を解明する

准

教

授

岩田 晋典 立教大学文学研究科・博士(文学) ツーリズムに関する文化 人類学

EdwardK.Chan ロチェスター大 学大学院 AmericanStudies,CulturalStudies,FilmStudies,PopularCulture

Tablero,FraociscoJavierマドリッド・コンプルテンセ大学Ph,D 文化 ・社会 人類学/日本とスペインの文化・社 会比較

助

教

JeanMarieSimonianウィートン大学 インディアナ大学修士 AmericanStudiesinLiterature&Culture;teachereducation

SusanLauraSullivan
修 士TESOL言 語 学theUniversityofSouthernQueenland

修 士CreativeArtstheUniversityofWollongong

学 士CreativeWriting/文 学CurtinUniversity

creativewriting、 言 語 修 得 、教 育 学

文 学 部

人

文

社

会

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門 分野・研 究テーマ

教

授

浅野 俊夫 慶臆義塾大学文学部 同大学院 文学博士 実験心理学。行動分析学

有 薗 正 一 郎 立命館大学文学部 同大学院 文学博士 地理学。日本における農耕技術の地域性と共通性の研究

伊集院利明 早稲田大学第一文学部 東京大学大学院 修士(文学) 哲学。ソクラテス、プラトン哲学、アリストテレス倫理学。出会いの構造。死。生の意味

伊東 利勝 成城大学経済学部 同大学院 経済学修士
(学部)経済史、コンバウン王朝ミャンマーの農村社会 民衆運動史 東南アジア大陸部古代史(院)ミャ

ンマー経済史。コウバウン王朝ミャンマーの農村社会 ミャンマー民衆運動史 東南アジア大陸部古代史

宇 佐 美 一 博 大阪外国語大学外国語学部 大阪大学大学院 文学修士 中国哲学。春秋学の成立と展開 中国における懐疑論について 中国哲学における基礎概念の成立と展開

臼田真佐子 東京外国語大学外国語学部 お茶の水女子大学大学院 文学修士 中国語学(音韻・文字)。清代古音学と『説文解字』に関する研究

漆谷 広樹 明治大学文学部 専修大学大学院 東北大学大学院 博士(文学) 日本語学。日本語構成の研究

海 老 澤 善 一 京都大学文学部 同大学院 文学修士 哲学 ヘーゲル哲学

樫村 愛子 京都府立大学文学部 東京大学大学院 社会学修士 精神分析理論(ラカン派)による現代社会分析、現代文化分析。臨床社会学、カルチュラル・スタディーズ他

片岡 邦好 南山大学文学部 アリゾナ大学大学院Ph.D, 社会言語学・人類言語学、英語応用言語学

交野 正芳 関西学院大学社会学部 同大学院 同志社大学大学院 文学修士 社会学。社会的差異と共同性について

加藤 潤 愛知教育大学教育学部社会学科 名古屋大学大学院教育学研究科 教育学修士 教育社会学/イ ギリスにおける教員養成、近代日本の青年と教育

神谷 智 名古屋大学文学部 同大学院 博士(歴史学) 日本近世近代史、記録史料学

木之下隆夫 愛知学院大学文学部 同大学院 文学修士 京都大学大学院 学校臨床、臨床心理学、心理療法、病院心理臨床

小山 澄夫 東京大学文学部 同大学院 文学修士 (学部)中 国古典 文学。(院)中国古 典小説・通俗文芸の研究

SlmonGeolgeSanadaケンブリッジ大学 フィッツウィリアムカレッジM.A.(Cantab) 18世 紀以 後の英 文学。イギリスロマン派の詩およびその社会 的背景

沢井 耐三 金沢大学法文学部 東京大学大学院 文学修士 日本古典文学。中世物語および連歌・古俳譜の研究

鈴木 康志 静岡大学人文学部 筑波大学大学院 文学修士 ドイツ語学。ドイツ語 における体験話法 ドイツ語における命令・要求表現 物語論

鈴木 立子 東京女子大学 東京教育大学大学院 文学修士 中国史。元朝史
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文 学 部

人

文

社

会

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門分野・研 究テーマ

教

授

SergeGiunta パリ第10大 学 文学士 フランス語教育法。視聴覚法によるフランス語教育 フランス現代文学の動向 ヨーロッパ連合研究

武田 圭太 慶雁義塾大学文学部 同大学院 社会学修士
産業・組織心理学、社会心理学。生涯キャリア発達論一働くことをとおした人間の発達・成長・社会化・個性化の過程

「UJIターン現象」 「海外・帰国子女のキャリア発達」 「共働き夫婦のキャリア」 「"ふるさどの心象と定住願望」

土屋 洋二 東京外国語大学 京都大学大学院 文学修士 ドイツ文学(近代)。19・20世紀のドイツ・好情詩(A.v.ドロステ=ヒ ュルスホフ、H.ハイネ、ブレヒト、フーヘル)

時 実 象 一 東京大学理学部 同大学理学系大学院 理学博士 図書館情報学。情報検索

永瀬美智子 新潟大学人文学部 お茶の水女子大学大学院 文学修士 アメリカ文学、トニ・モリソンを中心とした現代 アメリカ黒人文学

樋口 義治 慶鷹義塾大学文学部 同大学院 文学博士 心理学 行動科学。健康行動 ヒトの行動分析

三野 豊浩 東京大学文学部 同大学院 文学修士 中国古典文学。唐宋の詩および詞の研究

山田 邦明 東京大学文学部 同大学院 博士(文学) 日本中世史

和田 明美 県立高知女子大学文学部 名古屋大学大学院 博士(文学) 日本語学。古代日本語の助詞と助動詞の研究 日本古典文学の表現(文法と意味)の研究

渡邉 正 愛知教育大学教育学部 東北大学大学院 教育学修士 地域社会学 教育社会学 環境社会学。流域社会の変容と地域問題 高等教育改革

准

教

授

加 藤 一 己 京都大学文学部 同大学院 文学修士 理論社会学。G.H.ミードの理論を社会思想史の中に位置づけ、現代自然科学とも関連させつつ解明する

鎌倉 利光 千葉大学文学部 東京学芸大学大学院 教育学修士 慶雁義塾大学大学院博士(教育学) 発達心理学 ・パーソナリティ心 理学・臨床心理学

河 合 ま ゆ み 富山大学人文学部 名古屋大学大学院 文学修士 ドィッ文学。ドイツ近代小説

下野 正俊 東京大学文学部 同大学院 修士(文学) 哲学 カントを中心とする近現代ドイツ哲学

土屋 葉 千葉大学文学部 お茶の水女子大学大学院 博士(社会科学) 家族社会学・障害学 障害をもつ人と家族関係

長井 千秋 島根大学法文学部 大阪大学大学院 博士(文学) 中国社会経済史、中国財政史 宋代経済史、南宋時代の財政・軍事

中尾 充良 名古屋大学文学部 同大学院 文学博士(ニース大学) フランス文学。近現 代詩(ランボー、セガレン)

山本 昭 慶雁義塾大学工学部 同大学院 工学修士 文学修士 図書館情報学 。情報検索、分類・索引、ターミノロジー

吉 野 さつ き CityUniversity,DepartmentofArtsPolicyandManagement修 士 アーツマネジメント/ワ ークショップ アートと社会(演 劇、音楽、ダンス等)

助

教

青島 陽子 東京大学文学部、同大学院 博士(文学) 西洋史学(19世 紀ロシア史)

Anth。nyEdwaldYoung Gri行lthUniversityアジア教育学部UniversityofSouthernQueensland,MasterofEducation 第二言語習得過程・コンピューターを用いた言語教育・テクノロジーとタスク重視の言語教育の融合

井藤 寛志 信州大学教育学部 教育学士 名古屋大学大学院 情報科学研究科 博士(学術) 認知科学 認知心理学

加島 大輔 山形大学教育学部 東京大学大学院 修士(教育学) 日本教育史・教員養成 明治期を中心とした教員養成史・教員史研究、教員養成制度

近藤 暁夫 立命館大学文学部地理学科、同大学院修了 博士(文学) 人文地理学(特 に企業 の広 告・マーケティング活動の地域的展 開について)

JonDujmovich UniversityofPacific 異文化間コミュニケーション、サブカルチャー、国際語としての英語

廣瀬 憲雄 名古屋大学文学部、名古屋大学文学研究科 博士(歴史学) 日本古代史・東アジア対外関係史

藤井 貴志 立教大学文学部 同大学院 博士(文学) 日本近現代文学、大正・昭和期の文学とその思想的背景についての研究

吉岡 昌子 立命館大学文学部 同大学院 博士(文学) 心理 学 応用 行動分析学、対人援助 、セルフ・マネジメント、障害児・者の支援

LoicRenoud ジャン・モネ大学 芸術文学言語学部 修士 外 国語としてのフランス語

地 域 政 策 学 部

地

域

政

策

学

科

氏 名 出身学校・学位 専 門分野・研究テーマ

教

授

阿部 聖 中央大学商学部 同大学院 商学修士 日本経 済史(近 現 代)。日本エネルギー産 業史 東海地域産 業史'空 襲史

荒川 清秀 大阪市立大学文学部 同大学院 博士(文学) 中国語学 日中比較語学 現代中国語の文法と語彙 日中共通の漢語の歴史的研究 日中漢語語基の比較

今里佳奈子 早稲田大学政治経済学部 九州大学大学院 法学修士 行政学/地 方 自治、公共政策、福祉レジーム論

岩崎 正弥 京都大学農学部 同大学院 博士(農学) 地域経済。地域づくりに関する総合的研究'中 山間地域経営論

印南 敏秀 武蔵野美術大学造形学部 文学士 日本民俗学 ・日本民具学。物 質文化を中心とした入浴 ・食文化 論、里海 論

小津 秀晴 茨城大学理学部 神戸大学大学院 名古屋大学大学院 理学博士 理論物理学(素粒子論)。場の量子論の位相幾何学的構造

沓掛 俊夫 京都大学理学部 同大学院 理学博士 地球科学。大陸地殻の形成史 鉱物科学史

功刀由紀子 京都大学農学部 同大学院 農学博士 食品安全 学、リスクアナリシス論、生命科学

蒋 湧 中国上海海運学院基礎学部数学科 筑波大学大学院 博士(経営工学) 確率過程 論、データ工学、データベース 空 間情 報システムの開発と研 究

鈴木 誠 愛知大学法経学部 同大学院 経済学修士 自治体の地域産業政策、地域経済分析、住民自治制度論

高橋 貴 国際基督教大学教養学部 教養学士 文化人類学 民族工芸論 南インドの手工芸

張 筏平 南開大学中国語言文学部 異文化 コミュニケーション

戸田 敏行 豊橋技術科学大学 同大学院 博士(工学) 地域計画/広域的都市連携に関する研究/地域計画における官民連携に関する研究/地域シンクタンク論

中崎 温子 立命館大学文学部 マックォリー大学大学院 文学修士 日・英語対照研 究。異文化コミュニケーションと日本語教育。

名和 聖高 静岡大学人文学部 社会科学士 国際ビジネス実務 国際商取引契約 ド国際商事仲裁

新 井 野 洋 一 順天堂大学体育学部 同大学院 体育学修士 スポーツ経 済・社会 学 スポーツマネジメント論'健 康行動論/高 齢者生活論

西堀喜久夫 富山大学経済学部、京都大学大学院博士課程 京都大学博士(経済学) 財政学、地方財政 論、都市政 策、地 方財政、都市コミュニティ政 策、地域経 営論

西村 正広 日本福祉大学社会福祉学部 同大学院 社会学修士 社会福祉方法論 地域保健福祉計画論
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基 本 組 織(・ ・12年・月旧現在)

地 域 政 策 学 部

地

域

政

策

学

科

氏 名 出身学校・学位 専門分野 ・研究テーマ

教

授

早川 勇 愛知県立大学文学部 エクセター大学大学院 言語文化学博士(大阪大学) 応用言語学。英語辞書史 日英語の対照研究 英語に入った日本語

安福恵美子 南山大学外国語学部英米学科 金城学院大学大学院文学研究科社会学専攻 社会学修士 観光社 会学、ツーリズム文化論、エコツーリズム論

渡辺 和敏 法政大学文学部 同大学院 博士(文学) 日本近世史。日本近世社会史 日本交通史

准

教

授

元 晶燈 順天堂大学大学院 スポーツ健康科学 スポーツ社会学 ・スポーツ経営学 日韓スポーツ観戦者 の比較研 究

片倉 和人 京都大学農学部農林経済学科 京都大学大学院農学研究科 農学修士 農本主義思想 農村生活改善

竹田 聡 立教大学経済学部 同大学院 修士(経済学) 金 融論、コーポレート・ファイナンス 金融経 済研 究、証券投資の理論史研 究

野田 遊 同志社大学法学部 同大学院 総合政策科学研究科 博士(政策科学) 行政学 地方自治体の自律と効率

湯川 治敏 筑波大学体育専門学群 同大学院 修士(体育科学)
スポ ーツ工 学 ・スポ ーツバ イオメカニ クス、スポ ーツサ ーフェスの 緩 衝 特 性 、ヒュー

マ ン・フィギ ュア アニ メーション、モーションデータベ ース

助

教

尼崎 光洋 桜美林大学大学院国際学研究科・博士(学術) スポーツ心理学 ・健 康心理 学

駒木伸比古 筑波大学第一学群自然学類 同大学大学院生命環境科学研究科筑波大学大学院博士(理学) 地理学・GIS大 型店の立地が地域に与える影響、フードデザート問題、地図デザイン

澤田 貴行 立命館大学理工学部情報工学科 学士(工学) 空間情 報科学GISユ ビキタスに関する研 究、オブジェクト指 向空間情報の研究

短 期 大 学 部

ラ

イ

フ

デ

ザ

イ

ン

総

合

学

科

氏 名 出身学校・学位 専 門分野・研 究テーマ

教

授

黒柳 孝夫 国学院大学文学部 愛知大学文学専攻科 文学士 日本文学。文学にみる日本人の美意識と自然観

須川 妙子 同志社女子大学家政学部 同大学院 修士(家政学) 食文化。宮中・公家・寺社の儀式行事 と食。菓子文化

須 田 淳 一 早稲田大学文学部 同大学院 文学修士
[主専攻]日本語文法学(日本語文法の通史的なシステムダイナミクスに関する実証研究)

[副専攻]説明リテラシー論(理解最適化のための文型と論理構造)

谷 彰 広島大学文学部 同大学院 文学修士
日本近 代 文学。大正期 、昭和期 の文学 ・文 化研 究(長 期)宇 野浩二 、牧 野信
一、石川淳、梶井基次郎 、井 上靖の研 究(短 期)

安 智史 立教大学文学部 同大学院 博士(文学) 日本近代文 学。日本近代詩 、文学 と他メディアとの関係

龍 昌治 島根大学教育学部 愛知教育大学大学院 教育学修士 情報教育 学。情報教育 ・技術 教育のカリキュラムと教材

LauraLeeKusaka スクール ・フォー・インタナショナル ・トレーニング語 学教 育修 士 課程(M.A.T.) 英語教育教授 法、異文化 コミュニケーション、質的研 究手法、日系アメリカ人事情

鐘迫田 耕作 東京都立大学人文学部 同大学院 社会学修士 社会学。現代日本社会論 地域社会 社会史

助教森川 竜哉
岡山商科大学商学部 同志社大学大学院商学研究科前期博土課程

修了(修士)神 戸大学大学院経済学研究科前期博士課程修了(修士)
ファッションビジネス論、マーケティング戦略論、キャリアデザイン論、人的資源管理論

嘱 託 助 教1

氏 名 出身学校・学位 氏 名 出身学校・学位

林 姿 穂 滋賀大学大学院 修士(教育学)テ ィーキン大学大学院(遠隔地教育)MasterofArts(TESOL) アーロン フォックス UniversityofBirminghamMasterofArts(TEFL)

古荘 智子 ロンドン大 学 MasterofArts(EnglishTeaching) ステイシー アンアリ UniversityofBirminghamMasterofArts(TEFL)

ニコラス ブラドリー UniversityofLeeds MasterofArts(TESOL),MasterofArts(History) ジョンウルフギ'ングロバーツ NationalUniversityMasterofFineArts(CreativeWriting)

ティビッド トウーイー ハワイ大学 博士号(政治学) マリー ケルガード CentralWashingtonUniversityMasterofArts(TESOL)

大 学 院

法学研究科

◎教授

石□ 修
岩間 康夫
大川 四郎
大林 文敏
落合 俊行
春 日 修
片野 三郎
久須本かおり
小島 透
小林 俊明
杉浦 市郎
田中 正人
長峯 信彦
西野 基継
広瀬 裕樹

経済学研究科

◎教授

阿部 聖

阿部 武 彦
李 泰 王
伊藤 靖徳
岩崎 正 弥
打田 委千弘
大澤 正治
桂 秀 行
國崎 稔
栗原 裕

小林 慎 哉
佐藤 元 彦

竹内 晴夫
田中 良 明

沈 徹
藪内 繁 己
山田 雅俊
◎准教授

井 □ 泰秀

小林 弥生
生 原 匠

経営学研究科

◎教授

伊藤 清己
岩 田 員典
川井 伸一
神頭 広好
田川 克生
玉置 光司
為廣 吉弘
冨増 和彦
星 野 靖雄
村松 幸広
盛 田 良久
◎准教授

太 田 幸治
小野 良太
齋藤 毅
田 中 英式
山本 大 造

中国研究科

◎教授

荒川 清 秀
伊東 利 勝
宇佐美 一 博
加々美 光 行
河辺 一 郎
桑 島 由美子
黄 英 哲
高 明 潔
小山 澄 夫
周 星
鈴木 立子
高橋 五 郎
唐 燕 霞
馬場 毅
古澤 賢 治
松岡 正 子
三好 章

森 久 男
李 春利

◎准教授

木 島 史 雄

長 井 千 秋

国際コミュニケーション研究科

◎教授

IvanCosby

加 納 寛

河 野 眞

JonBlundell

鈴 木 規 夫

須 田 淳 一

高 橋 貴

高 原 隆

田 本 健 一

塚 本 鋭 司

塚 本 倫 久

名 和 聖 高

架 谷 真知子

片 茂 永

山 本 雅 子

oe
子

子

子

　㎝

康

敦

伸

授

舵

鰍

u-
田

坂

水

し
ノ

　

ご

◎
舶
梅
小
清

科究研学文

夫
郎

明
渤
秀
樹

一
子
好
芳
智

曲
三
志

書

利

敏
広
善
愛
邦
正

幽
耐
康

蟹

薗
響

南
象

村
岡
野
轟

井
木

◎
浅
有
伊
伊
印
漆
海
樫
片
交
神

㎞
沢

鈴

SergeGiunta

武 田 圭 太

土 屋 洋 二

ThomasMichaelGross

中 尾 浩

永 瀬 美智子

早 川 勇

樋 □ 義 治

安 智 史

山 田 晶 子

山 田 邦 明

和 田 明 美

渡 邉 正

◎准教授

加 藤 一 己

川 村 亜 樹

下 野 正 俊

中 尾 充 良
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専 門 職 大 学 院

法

務

研

究

科
(

法

科

大

学

院
)

氏 名 出身学校・学位 専門 分野・研 究テーマ

教

授

浅井 正 金沢大学 愛知大学大学院 修士(法学) 刑事法、現代中 国法、知 的財産法、国際人権法

石 井 三一 中央大学 法学士 倒産法

石口 修 中央大学 法学博士 民法 財産法

伊藤 博文 同志社大学、愛知大学大学院 法学修士 ウィスコンシン大学ロースクールM,Ll. 法情報学

岩間 康夫 京都大学 京都大学大学院 法学修士 刑法学

落合 俊行 愛知大学 愛知大学大学院 九州大学大学院 法学博士 憲法 アメリカ憲法

春日 修 早稲田大学政治経済学部 早稲田大学大学院 政治学修士 行政法

片野 三郎 愛知大学法経学部 愛知大学大学院 法学修士 民事訴訟法 訴訟要件論 民事上告制度

久須本 かおり 名古屋大学法学部 名古屋大学大学院 修士(法学) 契約不履行 過失相殺

小林 俊明 東京都立大学 東京都立大学大学院 法学修士 商法 閉鎖会 社法 コーポレートガバナンス

藤本 瑞穂 神戸大学 法学士 刑法 刑事法(刑法、刑事訴訟法)

三木浩太郎 中央大学 法学士 特許法、著作権法、不正競争 防止法、商標法

村山 智子 中央大学 神戸大学大学院 法学修士 商法 会社法(特に中小会社の会社運営・会社紛争)

森山 文昭 京都大学 法学士 名古屋大学大学院 民事 法、租税 法、司法制度論

霧川 崎 修 一 名城大学法学部 名城大学大学院 修士(法学) 民事訴 訟法、倒 産法、スポーツ法

駿早野 暁 中央大学 中央大学大学院 法学修士 刑事訴訟法

会

計

研

究

科
(

会

計

大

学

院
)

教

授

伊藤 清己 愛知大学法経学部 同大学院 神戸商科大学大学院 博士(経営学) 所得税法の所得概念、租税争訟法、税理士制度(主に税理士責任論)

大槻 隆 名古屋大学 法学士 企 業法務、商事法、民事法、金融法務、倒 産法

加藤 義幸 愛知大学法経学部 名古屋市立大学大学院 修士(経済学) 財務会計論、国際会計論

粥川 和枝 南山大学 同大学院 名古屋大学大学院 博士(経済学) 財務 会計論、国際会計論(国 際財務 報告、米国・EUの 会計規制 など)

栗 濱 竜 一 郎 弘前大学人文学部 北海道大学大学院 博士(経営学) 監査論、監査の理論的枠組みに関する研究、財務諸表監査の基礎理論に関する研究

鈴 木 孝 一 愛知大学 神戸商科大学大学院 経営学修士 法人税法、アメリカにおけるM&A(合 併 ・買収)の 税 務に関する研 究

中 善宏 北九州大学 神戸大学大学院 経営学修士 業績管理会計、行動会計、戦略管理会計、原価計算の歴史研究

林 隆 一 立命館大学経営学部 名古屋市立大学大学院 経済学修士 租税 法(所 得税 法)、所得区分 の見 直しについて

星野 靖雄 名古屋工業大学 同大学院 東京大学大学院 経済学博士 企業合併・買収の計量分析、国際合弁の実証研究、日本の経営の実証研究

望月 恒男 早稲田大学社会科学部 同大学院(商学修士)横 浜市立大学大学院 管理会計論、現代企業における管理会計システムに関する研究

盛田 良久 愛知大学法経学部 神戸商科大学大学院 経営学博士

SEC(ア メリカ証券委 員会)の 証取法会計 、追記情 報(ゴーイング・コンサーン情報

を含む)の 研究 、粉飾 決算 の事例、研 究監査論 、監 査の理論 的枠組 みに関する

研 究、財務諸 表監査の基礎理論 に関する研 究

鑛田子 晃 早稲田大学 文学士 lFRS(国 際財務報 告基準)の 実務 、M&Aの 実務

1学 部 等 別 教 員 数(2・12年・月旧現在)

学部等 教授 准教授 助教 計

法 学 部 15 13 3 31

経 済 学 部 21 8 2 31

経 営 学 部 18 17 4 39

現 代 中 国 学 部 18 6 2 26

国際 コミュニケーション学 部 18 8 6 32

文 学 部 29 9 10 48

地 域 政 策 学 部 21 5 3 29

学部等 教授 准教授 助 教 計

短 期 大 学 部 7 1 1 9

豊橋語学教育研究室 0 0 2 2

名古屋語学教育研究室 0 0 6 6

法 務 研 究 科 14 1 1 16

会 計 研 究 科 11 1 0 12

総 数 172 69 40 281

※会計研究科の教員数のうち教授3名は経営学部との併任。

1事 務 職 員 数(2・12年・月旧現在)

校 舎 名古屋校舎 豊橋校舎 車道校舎 総 数

専 任 61 60 27 .・
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入学者・在学 者・卒業生の状 況

1学 部 ・学 科 別 学 生 定 員 と学 生 数(・・12年・月旧現在)
(単位:人)

学部・学科等 入学定員 収容定員 1年 次 2年次 3年次 4年次 計

法学部 法学科 315 1,260 385 381 370 452
..

経済学部 経済学科 330 1,320 390 387 405 522 1,704

経営学科経営学部 250 1,000 319 341 303 314 1,277

会計ファイナンス学 科 125 500 138 161 142 169 610

現代中国学部 現代中国学科 180 720 213 218 201 281 913

言語 コミュニケーション学科 115 460 120 162 119 160 561
国際コミュニケーション学部

比較 文化学科 115 460 127 142 125 160 554

社会学科 一 一 一 一 一 1 1

文学部 史学科 一 一 一 一 一 1 1

人文社会学科 345 1,380 409 385 353 445 1,592

地域政策学部 地域政策学科 220 880 263 284 一 一 547

学部合計 1,995 7,980 2,364 2,461 2,018 2,505 9,348

大
学
院愛知大学

経済学研究科 経済学専攻 25 50 2 1 一 一 3

士 経営学研究科 経営学専攻 15 30 4 5 一 一 9

程 中国研究科 中国研究専攻 15 30 13 7 一 一 20

修

課

量 国際・ミュニケーシ・ン研究科 鴎 コミュニケーシ・ン専攻

前期

程

15 30 6 6 一 一 12

日本文化専攻 10 20 2 4 一 一 6

課 文学研究科 地域社会システム専攻 10 20 1 0 一 一 1

欧米文化専攻 10 20 0 5 一 一 5

小計 100 200 28 28 一 一 56

公法学専攻法学
研究科

3 9 0 0 0 一 0

私法学専攻 5 15 0 0 0 一 0

博 経済学研究科 経済学専攻 5 15 0 0 0 一 0

扉 営学研究科 経営輔 攻 5 15 3 3 1 一 7

袈 中国研究科 中国研究専攻
15 45 3 11 10 一 24

程 日本文化専攻 2 6 0 0 1 一 1

文学研究科 地域社会システム専攻 2 6 0 0 1 一 1

欧米文化専攻 2 6 1 0 0 一 1

小計 39 117 7 14 13 一 34

大学院合計 139 317 35 42 13 一 90

専
門
職
大
学
院

霜 未儲 コース(3年制)

嚢 法務研究科 既修都 一ス(2年制)

30 90

13

4

23

3

19

一

一

一

55

7

of大会計
研 究科

饒

35 70 22 22 一 一 44

専門職大学院合計 65 160 39 48 19 一 106

愛知大学合計 2,199 8,457 2,438 2,551 2,050 2,505 9,544

揚
大 ライフデザイン総 合学 科

憲

100 200 126 138 一 一 264

短期大学部合計 100 200 126 138 一 一 264

総 計12,299[8,65712,564【2,689i2,05012,50519,808

注1)2005年4月 より文学部哲学科、社会学科、史学科、日本・中国文学科、欧米文学科を改組し、人文社会学科を設置。経営学部に会計ファイナンス学科を設置、
注2)2011年4月 より地域政策学部地域政策学科を設置、経済学部定員減(_45名).法 務研究科定員減(一一10名〉
,主312012年4月より文学部人文社会掌科定員増(20名).短 期大学部定員減(.ioo名)
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1就 職 状 況(2・・7年度一2・11年度)
(単位:人)

2007 2008 2009 2010 2011

学

部

就職決定者数 1,554 1,636 1,635 1,542 1,598

就職希望者数 1,581 1,673 1,759 1,664 1,710

就職内定率(※1) 98.3% 97.8% 93.0% 92.7% 93.5%

進学者数(大学院) 45 44 52 53 41

卒業者数 1,873 1,967 2,085 2,013 2,032

就職率(※2) 85.0% 85.1 80.4% 78.7% 80.3%

短
大

就職決定者数 181 162 125 127 127

就職希望者数 187 169 136 157 150

就職 内定率(※1) 96.8% 95.9% 91.9% 80.9% 84.7%

進学者数(大学編入等) 14 12 27 20 19

卒業者数 232 226 215 217 203

就職 率(※2) 83.0% 75.7% 66.5% 64.5% 69.0%

就職内定率(※1)=就 職決定者数÷就職希望者数 就職率(※2)=就 職決定者数÷(卒業者数一進学者数)

※法学部2部 及び経済学部2部は除く

12011年 度卒業者就職状況
(単位:人)

区 分
法学部 経済学部 経営学部 現代中国学部 国際コミュニケーション学部 文学部 短期大学部 総 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 女 男 女

就
職
状
況

規
模
別

超大企業 20 9 20 12 37 19 12 13 9 17 3 15 9 101 94

巨大企業 32 23 47 17 51 12 11 11 4 20 9 17 8 154 108

大企業 21 15 37 6 37 11 14 10 8 22 13 20 16 130 100

中企業 39 27 82 28 70 33 20 22 17 46 24 57 38 252 251

小企業 22 10 40 14 32 26 12 10 11 34 23 20 31 140 145

地
域
別

北海道 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

東北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関東 29 14 23 10 42 12 14 17 13 16 8 16 7 129 92

北陸 2 0 3 0 7 2 0 0 2 1 2 2 0 16 5

甲信 2 1 2 0 1 0 0 0 0 0 1 3 2 6 6

岐阜県 16 5 18 5 25 19 1 5 2 7 6 8 2 68 51

静岡県 2 2 34 9 4 8 1 1 5 22 11 21 25 57 88

愛知県 110 69 170 51 151 51 54 42 36 96 63 90 89
., ,..

三重県 9 5 6 0 6 6 2 0 1 3 4 4 0 28 18

近畿 7 2 7 3 14 10 2 2 3 14 5 5 2 38 38

中国 0 0 0 2 0 0 1 1 1 1 0 1 0 2 5

四 国 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

九州 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 2 1

海外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

業
種
別

建設業 10 3 14 0 13 4 2 0 1 4 3 4 4 43 19

製造業 21 13 38 10 30 15 23 21 11 25 13 14 21 136 119

電気 ・ガス・熱供給 ・水 道業 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 3 3 3

情報通信業 6 5 5 3 10 4 1 0 3 6 3 4 2 28 24

運輸業 8 2 11 4 20 2 11 4 4 8 3 3 2 57 25

卸売業 ・小 売業 41 17 61 17 62 24 22 23 15 55 25 47 26 226 209

金融 ・保 険業 23 23 63 21 42 25 3 5 4 13 8 17 16 143 120

不動産業 0 2 4 1 4 0 2 1 0 3 2 4 2 12 13

飲食 店・宿 泊業 4 1 8 1 7 2 0 3 2 3 3 3 0 24 13

医療 ・福祉 3 6 3 4 5 4 0 0 0 10 3 16 24 14 64

教育・学習支援業 4 0 7 1 2 7 0 1 9 9 12 8 1 34 27

複合サービス業 1 0 2 3 4 1 2 2 0 1 1 1 0 10 8

その他のサービス業 19 12 26 13 36 20 4 9 8 17 9 21 21 102 113

国家公務員・地方公務員 36 14 19 2 15 1 5 1 5 7 14 8 1 94 34

※判明分のみ集計
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卒業者数、同窓会組織、後援会の状況

1卒 業者数

愛知 大 学 愛知大学短期大学部 文学 専攻 科 大 学 院 専 門職 大 学 院

旧 制(1947年 ～1952年)

767名

卒業者数
新 制(1952年 ～2011年)

108,166名

20,291名

(1951年 ～2011年)

141名

(1956年 ～1992年)

2,010名

(1955年 ～2011年)

293名

(2005年 ～2011年)

計108,933名 x・1992年 廃止
・≡・2000年 度より9月卒業者 数を含む、 ※1996年 度より9月卒業者数を含む. x1996年 度より9月卒業者数を含む ・:・2000度 より9月卒業者数 を含む

1同 窓会

愛知大学同窓会は1952年(昭 和27年)に 発足しました。今や卒

業生も13万 人を超え、日本全国をほぼ網羅するだけではなく海外に

も支部を有する、全国屈指の規模と活発な活動を誇る組織となって

います。

同窓会の活動目的として「会員相互の親睦」と「母校・愛知大学

の隆昌発展への貢献」を掲げ、さまざまな事業を通じて卒業生の関

心を母校に引き付け、その関心を「新しい息吹き」として母校の発展

となるよう活動しています。

合わせて、大学・同窓会・後援会の「三位一体」の考えに基づき、

一体となって社会で活躍する同窓生の社会的評価を通じて、愛大

ブランドカの向上に貢献します。

■本部役員 (2012年6月1日 現在)

正 副 会 長 氏 名 卒 業 年 所 属 支 部

会 長 安井 善宏 S40 名 古 屋 支 部

副会長 杉浦 福夫 S34 東 京 支 部

〃 藤本 茂 S42 豊 橋 支 部

〃 土井 義昭 S35 豊 川 支 部

〃 加藤 満憲 S44 名 古 屋 支 部

〃 堀 田 久富 S53 名 古 屋 支 部

〃 八木 好郎 S47 岐 阜 支 部

〃 銭谷 欣吾 S45 奈 良 支 部

〃 松下眞由美 S46 短 期 大 学 部 会

〃 酒井 強次 S46 古哲会OB会設立準備会

〃 荒木 仁子 S42 鷹 援 團 後 援 会

デ ー タ で 見 る 愛 大 同 窓 会(・・12年6月1・日現在)

1952年 創立

同窓会支部の数

国内55支 部 海外4支 部

◎東日本地区ブロック10

◎三遠南信地 区ブロック13

◎名古屋三岐北陸地 区ブロック… …15

◎西日本地区ブロック17

同窓会部会の数

国内107部 会

◎体育会連合会………・・…21◎ 同業種連合会

◎文芸・学研連連合会…11◎ 同期連合会

◎ゼミ連合会

6

◎職域連合会

12

4◎ 学部学科連合会… ……5

32◎ その他16

理事及び代議員の推薦一
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■同窓会支部長

支 部 名 会 員 数 支 部 長 名 卒年

北 海 道 支 部 48 早川 晃正 S41

東 北 支 部 128 上野 吉農 S42

新 潟 支 部 79 山田 公文 S41

東 京 支 部 659 杉浦 福夫 S34

栃 木 支 部 38 山本 弘之 S26

埼 玉 支 部 252 中川 善弘 S44

千 葉 支 部 270 村尾 竹 一 S44

神 奈 川 支 部 406 岩間 毅 S33

静 岡 支 部 ・': 荒尾 初雄 S35

長 野 支 部 307 百瀬 永 S35

浜 松 支 部 5,705 五十嵐 正人 S35

豊 橋 支 部 8,792 藤本 茂 S42

豊 川 支 部 3,687 土井 義昭 S35

奥 三 河 支 部 1,265 伊藤 睦美 S43

蒲 郡 支 部 1,630 浅井 英行 S42

西 尾 支 部 2,046 山田 英通 S42

高 浜 支 部 846 神谷 宏 S37

岡 崎 支 部 5,159 坂井 _士
'じ、 S50

安 城 支 部 1,753 都築 光哉 S44

刈 谷 ・知 立 支 部 1,706 森 満 S46

豊 田 支 部 3,245 藤井 伸三 S36

田 原 支 部 1,030 鈴木 智 S41

南 長 野 支 部
.. 北原 智利 S44

名 古 屋 支 部 27,385 加藤 満憲 S44

小 牧 支 部 930 宮田 嘉香 S43

春 日 井 支 部 1,845 林 昇平 S47

知 多 支 部 3,480 水越 亨 S34

犬 山 支 部 633 森川 量平 S38

岐 阜 支 部 3,910 八木 好郎 S47

岐 阜 東 濃 支 部 2,239 藤 田 信彦 S43

(2012年6月10日 現在)

支 部 名 会 員 数 支 部 長 名 卒 年

岐 阜 中 濃 支 部 1,026 深川 誠 S47

岐 阜 西 濃 支 部 1,693 米山 幹生 S45

飛 騨 支 部 307 岡本 英 一 S49

三 重 北 勢 支 部 3,081 三浦 義紀 S52

三重中南勢支部 1,354 村田 博史 S39

富 山 支 部 440 小川 勝広 .・

石 川 支 部 509 林 正志 .・

福 井 支 部 367

京 都 支 部 152 長野 光 S47

滋 賀 支 部 282 瀬戸川 恒雄 S40

大 阪 支 部 383 高力 賢 一 S47

奈 良 支 部 115 銭谷 欣吾 S45

和 歌 山 支 部 83 的場 祥訓 S42

兵 庫 支 部 300 竹本 陽三 S45

岡 山 支 部 182 日笠 羽司名 S45

広 島 支 部 175 三上 洋三 S49

鳥 取 ・島 根 支 部 124 平木 延明 S38

山 口 支 部 108 野村 邦光 S45

香 川 支 部 .・ 額田 繁宏 S46

徳 島 支 部 69 小坂 敏春 .・

愛 媛 支 部 92 藤本 孝明 S53

高 知 支 部 54 日向 國雄 S44

北 部 九 州 支 部 293 福田 善裕 S62

南 九 州 支 部 98 有川 唱次 S49

沖 縄 支 部 31 友利 博明 S58

中 国 ・天 津 支 部 21 楊 棟梁 S21

中 国 ・上 海 支 部 160 下垣内 利彦 H3

韓国 ・ソウル支部 禺 相栄 H15

アメリかロサンゼルス支部 吉村 友 一 .・

※会員数は同文書院会員を含む

1後 援会

愛知大学後援会は1953年(昭 和28年)に 発足し、以来、在学生の父母である会員との連絡を密にし、相互理解と協力を深め、大学の教育

向上と学生の福祉増進に資するとの本会の設立目的を常に念頭に置き、各種事業を実施しています。

■主な事業内容

総会・父母教育懇談会の開催
毎年6月 に総会 を開催 、以降7月 下旬 にかけて全国で父母教 育懇談 会を開催 。また、秋には秋季全 国父 母教

育懇 談会を開催しています。

学生課外活動への補助

大学 の学生 補助 費を補 完するものとして、優 れた成 績があった場合 、活 動資金 の一部 として経済 的な援助 を

行っています。合わせて課外活動 での活躍 を称えるものとして、奨励賞授与 式を開催 しています。また、学生全体

の福祉増進 に資する備品類の購 入を支 援し、購入費の一部を補助 しています。

各種奨学金の給付

大学の奨学金制度を補完する形で、志操堅実、学業優秀な学生に対し、下記のような経済的な支援を行っています。

1)愛 知大 学後援会学 業奨 励金

2)愛 知大 学後援会私 費外 国人留学生奨 学金

3)愛 知大学 後援会応急奨 学金

その他 学生の福利厚生増進や就職支援など大学の行う事業に対して部分的な補助を行っています。
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入学試験の状況
L

12012年 度 一般入学試験結果
(単位:人)

学部・学科 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

法学部 法学科 222 2,730 2,676 1,095 2.4

経済学部 経済学科 215 3,535 3,456 1,140 3.0

経営学部

経営学科 172 2,576 2,534 715 3.5

会計ファイナンス学科 70 518 507 204 2.5

学部合計 242 3,094 3,041 919 3.3

学 現代中国学部

部
現代中国学科 95 1,026 1,008 307 3.3

国 際

コミュニケーション

学 部

言語コミュニケーション学科 76 1,700 1,676 292 5.7

比較文化学科 69 1,033 1,018 271 3.8

学部合計 145 2,733 2,694 563 4.8

文学部 人文社会学科 250 2,946 ... 1,301 2.2

地域政策学部 地域政策学科 154 1,793 1,756 635 2.8

学部合計

嘉揚 ライフデサイン総合学科

短期大学部合計

※競争率は、受験者÷合格者で算出。

1,323

55

55

17,85717,529

1611158

161158

5,960

143

143

2.9

1.1

1.1

1搬 入学試験志願緻 の推移(単位人)

2008

年 度

2009

年度

2010

年度

2011

年度

2012

年度

学 部 13,402 14,210 15,405 15,377 17,857

短 期
大学部 195 153 183 142 161

入学金・授業料
書一

12012年 度 初 年 度 学 生 納 付 金 一・覧(・・12年度入学生)

愛知大学 (単位:円)

学部等 入学金 授業料 教育充実費

法学部 200,000 680,000 250,000

経済学部 200,000 680,000 250,000

経営学部 200,000 680,000 250,000

現代中国学部 200,000 720,000 250,000

国際コミュニケーション学部 200,000 720,000 250,000

文学部 200,000 710,000 200,000

地域政策学部 200,000 710,000 200,000

大学院 200,000 570,000 170,000

法科大学院 200,000 1,050,000 300,000

会計大学院 200,000 1,050,000 300,000

愛知大学短期大学部 (単位:円)

学部等 入学金 授業料 教育充実費

ライフデザイン総合学科

(長期 履修コース)

200,000

(200,000)

650,000

(440,000)

210,000

(210,000)

資産状況/土 地・建物面積

資産状況 (単位:円)

年 度 総資産 総負債 基本金 消費収支差額

2011 59,271,496,268 18,514,197,798 47,894,733,135 07,137,434,665

資金収入と帰属収入の推移 (単位:円)

年 度 資金収入 帰属収入 経常費補助金収入

2011 24,179,482,329 11,340,309,238 888,683,000

2012(予 算) 20,460,104,000 11,210,989,000 900,000,000

土 地(2・12年3月3旧 現在)

土 地412,584m(実 測)

「 購81:81°m774m]

建 物(2・12年3月3旧 現在)

自有193,648㎡(登 記)
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教育研究環境

1附 属機関

蔵 書 数(2012年3月3旧 現在)

図書館
一般 書 から専 門 性 の高 い書 籍 まで、約

165万 冊 の蔵 書を誇ります。特 に中国 ・ア

ジア関係 の文 献には希少価値 をもつもの

も多く、各種 の文庫や東亜同文書 院調査

旅行報告 書などのコレクション類 も所蔵 さ

れています。また、オンラインによるOPAC

検 索、国内外の 各種 データベ ース検 索 な

どICTを駆使 した環境 も整っています。

http://library.aichi-u.ac.jp/

区 分 内国書 外国書 合 計

名古屋 272,468 232,482 504,950

豊橋 477,916 332,553 810,469

車道 137,917 13,517 151,434

研究所・学会 121,173 85,071 206,244

計 1,009,474 663,623 1,673,097

中国語

(外国書のうち)

115,369

68,170

2,693

59,391

245,623

受入図書の推移
区 分 2007年 度 2008年 度 2009年 度 2010年 度 2011年 度

内国書 23,423 24,064 :.: 18,117 15,176

外国書 12,123 10,122 7,216 7,732 5,207

計 35,546 34,186 25,898 25,849 20,383

図 書 費 の推 移(決算「図書支出の額」)図 書館 相 互 利 川 件 数(2011年 度)

区 分 内国書 区 分 依頼 受付 計

2007年 度 151,136,284名 古 屋 304 331 635

2008年 度 147,747,673豊 橋 991 1,504 2,495

2009年 度 122,670,951車 道 138 56 194

2010年 度 104,475,372言 十 1,433 1,891 3,324

2011年 度

一

77,619,861

エ ク ス テ ン シ ョン セ ン タ ー(オ ープンカレッジ、愛知大学孔子学院)

本学 の持つ研 究・教 育機 能 を広く社 会に開放 するための機 関で

す。オープンカレッジと孔子学 院を運営 しており、社会 人、主婦 、学生

など年齢や業種 を越 えて多くの方に受講していただいています。

オープンカレッジは、1988年 に開設 しました。現 在 では、毎年 約

6,200名 が受講し、語 学、趣 味 ・教養、ビジネス、資格取 得 など幅広

いニーズに合わせた講座を開講 しています。

また、愛知大学 孔子学 院は、2006年4月 に開設しました。孔 子学

院とは、中国政 府が中 国語 や中国文化の普及のために世界各 国の

大学等と連携し、設立している機関です。 本学 院では年間約1,600

名の受講 生が学んでおり、経 験豊 かな講 師のもと、入 門から上級 ま

で豊富なクラスを設定し、きめ細かな授業をしています。

、,

愛 知 大 学 孔 子 学 院(豊 橋 ・車 道)

http://extension.aichi-u.ac.jp/koushi/index.html
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教育研究環境

1研 究機関

国 際 問 題 研 究 所 謡 ヲ鷹 鴛鋸i弓乱jpた、ii、/

国際 的視野 を重視 する建学の精 神に基づき創立直 後に設立された、60年 の歴史 を有する研 究所 。

中 国をはじめとするアジアと欧米 などを対象 にして、国際関係 や特定 の国の政 治、経 済、文化 、思想、

歴史 および国際機 関などについて研 究しています。

綜 合 郷 土 研 究 所 藷:1課 雛 慰i1島Gjp/ky。d。k。,/

東海 地方 の文化 、歴史 、社 会の研 究のために設立 され、文 学、歴 史 学、社 会学 、地理 学 、環境 系諸

科学 など多面 的な見 地からさまざまな検 証を試 みています。現 在は東 海5県(愛 知 ・岐阜 ・三重 ・静 岡・

長 野)を対象 に、学 際的総 合的な研 究を進めています。

中 部 地 方 産 業 研 究 所 謡1慌 調 肌塾,k,,・JP/

中部地 方 は、自動 車関 連の輸 出産 業で名高 い中京工 業地 帯 と、農 林業 が盛んな山間地 域 とが共

存 しています。その経 済 発展 が抱 えている諸問 題を、産 業・経 済・社 会 といった科 学 的角度 から実 証

的に調査研 究。本研 究所 における研 究成果をまとめた刊 行物 は、各界から高 い評価 を受 けています。

中 口 大 辞 典 編 纂 所 謡 陰1語課i1島qPたjit。,/
"日中友好の橋

、学 術交流 の船"と称される『中 日大 辞典』の編纂 は、愛知 大学と中国との深い関わり

を象徴するものです。創設以 来、東亜 同文書 院の伝 統を継 承する中 国研 究 、中国 語研 究の成 果の

一端 を『中日大辞典 」として公 表
。2010年 に大改訂 を経て、第三版 が刊 行されています。

」レ

」

経 営 総 合 科 学 研 究 所 藷1揺 鴛鋸i1島⊂jpハk,i、。ken/

本研 究所 は当初、「経 営会計研 究所 」として企 業経営 ・会計経 理の理 論と実務 の研 究 、企業経 営の

指 導、実 務家の養 成を目的に開設 されました。その後、目まぐるしい社会情 勢 の変 化 に対応 して多様

化 した経 営学研 究をさらに発 展させる立場 から、1990年 に名称 を変更 し現 在に至っています。

東 亜 同 文 書 院 大 学 記 念 セ ン タ 藷 、湯驚 島翻 碧⊂jp/。,c/i,d,x.html

本学 の 「生みの親」ともいえる東亜 同文書院 大学の研 究教育の業 績を明 らかにするために、豊橋 キャ

ンパスに開設。関係資 料に加 え、孫文 ・辛亥革 命と山 田良政・純三 郎 関連資料 などを所蔵 し、大学 記

念館 に常設展示 しています。文部科学 省より2006年 に 「オープン・リサーチ・センター(5年 間)」として

選 定され、2012年 にも「私立大学 戦略 的研究基 盤形成 支援事 業(5年 間)」に採択 されました。

国 際 中 国 学 研 究 セ ンタ ー(ICCS)謡ll211鋸i9訊 監jp/

現代 中 国に関する国際的研 究機 関として開設。国 内外の主 要大学 ・研 究機 関と連 携して現 代 中国

研 究推 進のための国 際学術 ネットワークを構築 しています。本 センターの研 究活 動 は、文 部科 学 省

「21世紀COEプ ログラム」に採択されるなど、高 い評価 を受 けています。

三遠南信地域連携センター 藷 紺 総儲1翫 、qP/

三遠 南信 地域に関わる研究 教育事 業ならびに産 官学民の連携 を推進 するとともに、地域 づくりネット

ワークの構 築を通 じて地 域の 活性 化 等に貢 献 するための事 業 を行っています。GIS研 究事 業 が、

2010年 文部科 学省 「私立 大学 戦略 的研 究 基盤形 成支 援事業 」の 「地域 に根 差した研 究」に採 択

されるなど、『地域連 携型GIS』 の研 究に取 り組んでいます。
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学生支援

1学 生支援機関・施設

　 情 報 メディアセ ンター 　

現在、情報メディアセンターには3キャンパス合計で約1,100台 のパソ

コンがあり、全てがインターネットに接続され、電子メールやネット検索を

することができます。授業以外にも、課題レポートや卒業論文の作成、ソ

フトウェア講習会、資格取得講座など、幅広く利用されています。さらに、

e・Learningを主とした授業や講習会なども用意されています。

・ 学 習 ・教 育 支 援 セ ンター

■'…"撃 ゜彊

・鵬1煽 ≡

　1
二

学生 の学 習活動及 び教 員の教育 活動を支 援し、大学教 育の充実

と発展 に寄与することを目的として、名古屋 キャンパス及び豊橋キャ

ンパスに 「学習 ・教育支 援センター」を、車道キャンパスに同センター

分室を設 置。アドバイザーによる履修 相談や学習上 の指導 など、学

生を支援しています。

'
り
'

φ
ρ

r

嘲
噛

㌔

1

、

　 教職課程センター 　

教職課程 センターは、教 育を専 門としない学 部を選 択した学 生に、

教職を確実なものとしてもらうため、資質・能力向上のための学習 支

援と、採用のための就職支援をしています。そのほか、全 国で活 躍さ

れている先生 方に、更新 講習などの教 員研修 、教 職に関わる実践

的研 究の拠 点としても利用していただけるよう計 画しています。

　 語学教育施設 口

AV自 習室 は、英語 や多様 な外国 語の教材 、検定試 験用 資料など

が豊富 にそろい、自主学習 に最 適な環境 が整っています。また、学

内のパソコンでe-Learningに よる英語学 習も可 能なので、じっくりと

語学に取り組むことができます。

黒I　-

　 学生相談室 　

学生相 談室は、すべてのキャンパスに設置され、学生生 活を送 って

いく上でのさまざまな問題や悩みについて一緒 に考えて、サポートし

ています。相 談員は複 数で、臨床 心理士 ・教 員・精神科医 師が適切

な情 報を伝 えたり、心理カウンセリングをします。
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学生支援

1奨 学金制度
奨 学 金 に 関 する情 報 は、愛 知 大 学 公 式 ホームペ ージ(http:〃www.aichi・u.ac.jp/life/support.html)も 参 照 してください。

名 称 給付・貸与 対象 ・概要

経
済
援
助
目的

教育ローン援助奨学金 給 付(利 子) 公庫等が取り扱う教育ローンを利用して、学費等(入 学金を含む)を期 限内に納入した場合を対象とする。

愛知大学奨学金 貸与
向学心 に優れ、経済的理 由により学費の納 入が困難 な学生を対 象とする。1年次生 の出願 受付は、秋

学期からとする。卒業 後10年 以 内に無利 息で返 還。

応急奨学金 給付
入学後 、主たる家計支持 者の死亡 ・災害等 によって家計 が急変し、学業 の継 続が困難になった学生 を

対象とする。出願 事由が発生 した時から6ヵ月以内に申請のこと。

奨学ローン援助奨学金 給付(利 子)
父母 等が金融機 関の保証 人になれない学生 に対 して、大学が保証 人となり、大学の提携 する金融機

関と学生本 人が直接 ローン契約を結 び融資 を受ける制 度。

(財)愛知大学同友会

奨学金

給付
人物 ・成績 ともに優 れ、経 済的理 由により修 学困難 な学生 を対象 とする。給 付は他 の給付奨学 金との

併給不 可。給付の採 用人数は38名 。

貸与(短 期)
強 い修学 意欲があり、経済 的事 由により修学 困難な学 生へ貸与 する。返 還 は原則貸 与を受けた年 度

末までとし、卒業 年次生は12月 末までとする。返還 した場合 は何 回でも申請可 。

貸与(長 期) 強い修 学意欲があり、経 済的事 由により修学 困難 な学生へ貸与する。返還は卒業後5年 以内。

愛知大学後援会応急奨学金 給付
愛知大学応急奨学金の給付期間終了後も、引き続き経済的理由により学業の継続が困難であり、また

主たる家計支持者が死亡の場合。

振 ス興

1
ツ

愛知大学スポーツ奨学金 給付
最重 点クラブの中からスポーツ特別 入試に合格し、本学の選手 として活 躍が期 待される者 。毎 年スポー

ツ競技成績 について審査する。

学業

奨励

学業奨励金 給付
2年 次生以上 を対 象に、前年度までに修得 した科 目の単位 数及び成績 を基 準に、特に優秀 な成 績を修

めた学 生に対して給付。

愛知大学後援会学業奨励金 給付 2年 次生以上を対象に、前年度までに修得した科目の単位数及び成績 を基準に、優 秀な学生に対して給付。

愛知大学短期大学部

後援会奨学金
給付

短大に在学する私費外国人留学生及び社会人学生の勉学を支援するため、一定修得単位数を満た

す者、最短修業年限以内の者に対して給付される。

入
学試

験
時

愛知大学スカラシップ

奨学生
給付

前 期入試 及びセンター試 験利用 入試(前 期5教 科型)の 成績 上位者 に対 して、授業料 及び教育 充実

費の年額相 当額を給 付する制 度。奨 学生 は、上位 合格者 の中から、合格者判定 委員会 の審 査を経て、

学長が決定する。2011年 度より前期 入試は68名 。センター利用(前 期5教 科型)は40名 。入学後の成

績 により、2年次以降も継続 給付する。

愛知大学全国奨学生 給付

愛知 大学全 国奨学生 は、愛知大学 同窓会の支援 により、愛知大学学 部への入学を希望する東海4県

(愛知 県、岐阜 県、三重 県、静 岡県)以 外 の国内高校 出身者に入学後の経済 支援を行い、全 国から勉

学 意欲 の高 い学生 を募 集・応援するものです。

愛知大学濾友報恩
(大分県)育英奨学金

貸与及び給付 大分県内の高等学校を卒業し、本学へ入学した者のうち原則として1名に対し、奨学金を貸与及び給付する。

スカラシップ生

公務員志願者奨学制度

給付
(講座受講料
の無料化)

前 期及びセンター試験5教 科スカラシップ生の中で、卒 業後 国家公務 員・地方上級 公務員を目指 す学

生 に対し、公務員講座を無料 で受講できる特典を提供する。

就
職支

援

新入生公務員志願者
選抜奨学制度

給付
(講座受講料
の無料化)

卒業後 国家公務員・地方上級 公務員を目指したい1年 生を対象 に、1年生の6月 に選抜試験を実施する。

成績優秀であった学生には、以下の講座を無料 で受講 できる特典を提供する。(テキスト代は実費)

《名古屋キャンパス》2年次 「行政 書士講座」、3年次 「公務 員講座(総 合コース)」

《豊 橋キャンパス》2年次 「宅地 建物 取引主任者講 座」、3年次 「公務 員講座(総 合コース)」

学業奨励学生公務員

志願者奨励制度

給付
(講座受講料
の無料化)

2年 次の成績を基準 とした学業奨励学生の中で、国家公務 員・地方上級 公務 員を目指したい学生を対象

に、3年生からの 「公務員講座(総 合コース)」を無料で受講できる特典を提供する。(テキスト代は実費)

公務員志願者選抜

奨学制度

給付
(講座受講料
の無料化)

3年 生4月 に実施 する選抜 試験(公 務員模擬 試験)で の高 得点者 、及 び行政書士 試験 合格者 を対象

に、3年生 からの公務員講座を受講 できる特典 を提供する。(テキスト代 は実費)

2年 次における公務 員学習 のモチベーションの高揚を促 し、早 くから学習 をする学 生を支援。

公務員試験合格者

奨励制度
給付

本 学在学 中に公務員試験 に合格 し、その機 関に就職をすることを条 件に奨励 金を授与 する。3月初旬

に、愛知大学 後援会、同窓会 との共催 の奨励 賞授与式 にて表彰する。

キャリア開発講座

合格奨励制度
給付

キャリア開発 講座の受講 生で、受 講した資格 ・各種試 験の合格 者を対象 に、その難易 度に応 じて奨 励

金 として図書 カードを授 与するもの。

留
学
す
る
在学

生
対
象

外国留学に関する奨励金

(交換留学奨励金)
給付

「学生の外国留学 に関する規定」に基づき留学する者で、「学生の外国 留学 に関する奨励金規程 」第2

条(1)交 換留学をする者で留学先の学費等が金額 免除となる場合、に該 当する者

※ただし、日本学生支援機構留学生交流支援制度(短期派遣)奨学金採用決定者を除く。(2011年度以降留学生に適用)

外国留学に関する奨励金

(認定留学奨励金)
給付

「学 生の外国留学 に関する規 定」に基 づき留学する者 で、「学 生の外国 留学 に関する奨励 金規程 」第

2条(2)認 定留学 をする者 、に該 当する者

※ただし、日本学生支援機構留学生交流支援制度(短期派遣)奨学金採用決定者を除く。(2011年度以降留学生に適用)
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学生支援

海外提携校・機関

●
● ●°

・・ 國

■南開大学
■上海外国語大学
■中国社会科学院研究生院
■南通大学

■中国労働関係学院

■南京大学

■香港大学 ㈹

■漸江大学(※)

■武漢大学(※}

■清華大学(※)

■北京語言大学

■復旦大学

■西北大学

■中国人民大学

■内蒙古大学

■東北師範大学

■北京第二外国語学院

■上海交通大学

■雲南大学

■中央民族大学

■東北財経大学

■中国科学院地理科学与資源研究所(※)

■香港 中文 大学(※)■ 寧夏 社 会科学 院(X)

■中国 政法 大学{※)■ 石河 子 大学(※)

■北京 大学(※)■ 貴州 大学(※※)

注)(※)は本学国際中国学研究センター(ICCS>との協定校・機関

注)(re)は 本学三遠南信地域連携センターとの協定校・機関

● …………■

　

・

○

●

12012年 度 国 籍 別 外 国 人 留 学 生 数(2・12年5月旧現在)
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法 経
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経営
現代

中
国

ヨ国
三際字

ia

文

地
域
政
策

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 女 男 女 男 女 男 女

中 国 2 2 21 12 32 30 57 45 18 49 268 1 5 6 274 6 7 1 1 15 2 2 1 1 18 20 18 38 38 159 171

韓 国 1 2 2 9 7 8 6 35 1 1 2 37 1 1 2 2 22 πll

哩

台 湾 1 1 1 3 1 1 4 1 1 1 1 1 1 3 33

ベトナム 1 2 3 3 1 1 2 2 2 3一

タ イ 1 1 2 2 3 1 1 1 1 3t

ネパール 1 2 3 3 1 2c

マレーシア 1 1 1 1 1 2 2 1 2t4

アメリカ 1 2 3 3 1 2<c

フラ ンス

1
14,目

2 1

iY

3 3

　 i腫 唖 鵬 膿 嶺2碑:釦ii匹 ・ 温 卸獅 ゜&・
一 ●ii一 脱 甲.聖 路 ㎝ 望 鵬 画

■

2 1tt

栄中国研究科(博士課程)2年次生にはICCS分 拠点入学8名(男5,女3>を含む。上記一覧は2012年5月1日 現在、正規課程に在籟する外国人留学生数379名 に協定留学生17名 を含んだものである。

また研究生として学部研究生4名(現代中国学部3、国際コミュニケーション学部1)、大学院研究生7名(経営学研究科2、中国研究科2、 国際コミュニ7一ション研究科2、 法務研究科1)が在籍している。
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名古屋キャンパス
(名古屋市中村区)

鉄道

バ ス

徒 歩

「名古屋」駅 より、あおなみ線 「ささしまライブ」駅下車

近 鉄 「米野」駅より約5分

名鉄バス「愛知大学前」下車

「名古屋」駅 より約10分

豊橋キャンパス
(愛知県豊橋市)

「豊橋」駅より、豊橋 鉄道渥美線 「愛知大学前」隣接

「名古屋」駅 より約60分 、「豊橋」駅より6分

車道キャンパス
(名古屋市東区)

地下鉄桜 通線 「車道」駅 下車、徒歩すぐ

「名古屋」駅 より約10分

愛知大学
AICHIUNIVERSITY

[名古屋キャンパス]

[豊 橋 キャンパ ス]

[車 道 キャンパ ス]

[東 京 事 務 所]

〒453-8777愛 知県名古屋市中村区平池町4丁 目60-6

〒441-8522愛 知県豊橋市町畑町1-1

〒461-8641愛 知県名古屋市東区筒井2丁 目10-31

〒100-0013東 京都千代田区霞が関3-2-1霞 が関コモンゲート西館37階


